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［１］設置の趣旨及び必要性 

 

（１） 社会的な背景及び設置の趣旨 

大学院理工学研究科では、これまで我が国の科学技術の継承・発展の担い手として、ま

た鹿児島大学の中核的大学院としての学部卒業生に対する高度な専門教育を行う博士前期

課程（修士）と、イノベーション（技術改革）を生み出す先端的・学際的・総合的な研究

教育を実施する博士後期課程（博士）からなる教育・研究を進めてきている。 

鹿児島大学の大学憲章に記している教育面と研究面については以下のように謳っている。 

教育『学生の潜在能力の発見と適性の開花に努め、幅広い教養教育と高度な専門教育を行

うとともに、地域の特性を活かした進取の気風を養う。真理を愛し、高い倫理性と社会性

を備え、向上心を持って自ら困難に立ち向かい、国際社会で活躍しうる人材を育成する』

研究『個々の研究を重視するとともに、種々の学問分野における優れた研究者の連携によ

り、21 世紀を先導する研究者を育成する。地域の要請に応える研究を展開するとともに、

普遍性を求める研究活動を推進し、世界水準の研究拠点をめざす』 

これらの内容を基軸に第３期中期目標では、前文に次のように記している。 

『南九州及び南西諸島域の「地域活性化の中核的拠点」としての機能を強化し､自ら困難

な課題に果敢に挑戦する「進取の精神」を有する人材を育成するとともに､18 歳人口減少

問題やグローバル化を視野に入れ､「進取の気風にあふれる総合大学」に相応しい大学改革

を実施する』 

理工学研究科では鹿児島大学の方針を念頭に、理工学研究科の理念である『真理を愛し、

高い倫理観を備え、自ら困難に挑戦する人格を育成し、時代の要請に対応できる教育研究

の体系と枠組みを創成することによって、地域並びに国際社会の進展に寄与する』に基づ

き、『理工学に関する基礎から応用にわたる学術の真理と理論を教授研究し、その深奥を極

めて文化の進展に寄与する人材の育成』を目的として、『今日の諸課題に対応できる倫理的

判断力及び人間生活を取り巻く自然についての総合的な知識をもち、自然科学に関する学

問の高度化と多様化に幅広く柔軟に対応できる、次世代を担う技術者、研究者、さらには

高度専門職業人を養成する』ことを目指してきている。 

特に、理学と工学の深化と融合を通して世界的に活躍でき、我が国の競争力の基盤とな

る人材の育成を推進している。つまり、自然科学や科学技術に係わる堅実な基礎学力と広

い分野にわたる応用能力を兼ね備え、科学創成の必然性を理解し、主体的に取り組むこと

のできる長期的かつ総合的視野を持つ人材の養成を実践してきた。 

一方、急激なグローバル化や少子高齢化に伴う社会のニーズや地球規模での環境変動、

あるいは様々な管理保全・災害対策等に関する地域社会の要望、加えて第４次産業革命（AI

や ICT・IoT、ロボットやビッグデータ解析等の IT 関連技術によるデジタル化を用いた産

業構造全体の転換）や Society5.0（人やモノのネットワークによるサイバーとフィジカル

の融合）の潮流の中、文理を超えた数理的思考やデータ分析・活用能力を有する人材育成

が強く求められている。そこで、鹿児島大学では理工学研究科の博士前期課程（修士）に
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おいて、教育内容に対する選択の多様化を認めつつ、高度な専門教育だけでなく、社会の

流れに即したイノベーションマインド（革新精神）を有する人材育成が目的の組織・教育

システムの改革を実現する。 

 

（２）設置の必要性 

本理工学研究科は、平成 21 年４月に理学部、工学部及び大学院理工学研究科の教員組織

を理工学研究科に統合・一元化する部局化を行い、教育改革を伴って新体制を構築した。

平成 28年４月には、理工学研究科の博士後期課程（博士）における教育・研究活性化を目

指すなかで、入口と出口の要請に配慮しつつ、中・長期的視点から有為な人材を輩出する

考えの下、博士後期課程の学位授与率、在籍３ヶ年以内での学位取得率を改善し、同時に

若手研究者（博士後期課程進学生で博士を取得した者）の就職、特に専門能力を遺憾なく

発揮できる場を確保することを目指して、博士後期課程の教育目的や教育方法の見直しに

より４専攻から１専攻の総合理工学専攻に改組した。これにより、理学系と工学系の深化

と融合による科学創成に対して機動的に推進し、かつ学際性を保った新体制に移行した。 

博士前期課程では、我が国の経済成長の鍵が文理を超えた数理的思考やデータ分析・活

用能力を有する人材育成のための組織・教育システムの構築にある。しかしながら､新たな

未来を切り拓き、国内外の諸課題を解決する上での理工学研究科が体系的な組織・教育シ

ステムに十分対応しているとはいいがたい。特に､理工系の自律的な実践力を身に付けたイ

ノベーションマインドを有する人材は各分野で強く求められ､国内外のグローバルなモ

ノ・コトづくりやネットワークづくりあるいは各種活動や地域社会の活性化に必要不可欠

な存在となっている。このような状況に適合した理工学研究科の組織・教育改革に取り組

む必要性が十分にある。 

本理工学研究科は大きく理学系と工学系の２つの教育・研究領域に分けられる。理学系

はシーズ（seeds）からの発想力を重視して、自然の原理を追求し、仕組みを探究する学問

領域である。工学系はニーズ（needs）からの発想力を重視して、社会が求めているものを

実現させる学問領域である。共に役割が大きく異なる部分と接続・融合・補完する部分が

ある。本理工学研究科の組織・教育改革では、理学系と工学系の独自の教育・研究を維持

しつつ、情報交換による深化と境界部の融和を進めていかなければならない。 

 

（３）教育研究上の目的 

本理工学研究科の理念は、「真理を愛し、高い倫理観を備え、自ら困難に挑戦する人格を

育成し、時代の要請に対応できる教育研究の体系と枠組みを創成することによって、地域

並びに国際社会の進展に寄与する」である。この理念を受けて、「理工学に関する基礎から

応用にわたる学術の真理と理論を教授研究し、その深奥を極めて文化の進展に寄与する人

材の育成」を目的とする。そのために｢今日の諸課題に対応できる倫理的判断力及び人間生

活を取り巻く自然についての総合的な知識をもち、自然科学に関する学問の高度化と多様

化に幅広く柔軟に対応できる、次世代を担う技術者、研究者、さらには高度専門職業人を
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養成する」ことを目標としている。 
 

（４）養成する人材像 

従来、本組織・教育システムによる博士後期課程で実施してきたイノベーション人材育

成を目指した先端的・学際的・総合的な教育研究を博士前期課程でも同様に推進すること

で、イノベーションマインドを有する人材育成を強化し、次世代を担う技術者・教育者・

研究者などの優れた専門能力を有する以下に示す人材（高度専門職業人）を育成する。 

養成する人材像 

1．幅広い知識と俯瞰的視野を有する人材 

2．第４次産業革命や Society5.0 等、高度な情報化社会に対応し、情報収集・分析及

び発信力に長けた人材 

3．他専門分野にも関心をもち、柔軟な発想力・デザイン力により社会のニーズの変化

に対応できる人材 

4．協調性とコミュニケーション能力に優れ、新しいことにチャレンジできる人材 

5．優れた指導力と教授法を有する人材 

 

（５）学位授与方針（ディプロマポリシー: ＤＰ） 

理工学研究科では、以下に挙げる能力を身につけ、所定の単位を所定の GPAで修得し、

修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士の学位を授与する。 

理工学研究科のＤＰ 

1． 地域並びに国際社会の様々な問題に対して、高い倫理観を持って、グローバルで

長期的な視点から多面的・俯瞰的に考える能力 

2． 理工学的視点から情報を調査し分析する能力、及び課題を発見する能力 

3． 論理的思考に基づき、高度な専門知識・技術及び専門分野以外の幅広い知識を主

体的に学修する能力 

4.  専門分野の知識・技術と専門分野以外の幅広い知識に基づく創造的で柔軟な発想

力を有し、自律的で実践的な課題解決能力 

5. 地域並びに国際社会の発展に主体的・継続的に取り組むためのコミュニケーション

を取ることができる能力 

理学専攻では、以下に挙げる能力を身に付け、所定の単位の GPA で修得し、修士論文の

審査及び最終試験に合格した者に修士の学位を授与する。 

理学専攻のＤＰ 

1． 地域並びに国際社会の様々な問題に対して、高い倫理観を持って、グローバルで

長期的な視点から多面的・俯瞰的に考える能力 

2． 理学的視点からの調査力・分析力、課題発見能力 

3． 論理的思考に基づき、高度な専門知識・技術及び専門分野以外の幅広い知識を主
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体的に学修する能力 

4.  専門分野の知識・技術と専門分野以外の幅広い知識に基づく創造的で柔軟な発想

力（シーズからの発想力）を有し、自律的で実践的な課題解決能力 

5. 地域並びに国際社会の発展に主体的・継続的に取り組むためのコミュニケーション

を取ることができる能力 

工学専攻では、以下に挙げる能力を身に付け、所定の単位の GPA で修得し、修士論文の

審査及び最終試験に合格した者に修士の学位を授与する。 

工学専攻のＤＰ 

1． 地域並びに国際社会の様々な問題に対して、高い倫理観を持って、グローバルで

長期的な視点から多面的・俯瞰的に考える能力 

2． 工学的視点からの調査力・分析力、課題発見能力 

3． 論理的思考に基づき、高度な専門知識・技術及び専門分野以外の幅広い知識を主

体的に学修する能力 

4.  専門分野の知識・技術と専門分野以外の幅広い知識に基づく創造的で柔軟な発想

力（ニーズからの発想力）を有し、自律的で実践的な課題解決能力 

5. 地域並びに国際社会の発展に主体的・継続的に取り組むためのコミュニケーション

を取ることができる能力 

 

（６）科目と育成する人材及びディプロマポリシーの対応関係 

各プログラムで履修する科目と育成する人材、及びディプロマポリシー（ＤＰ）の対応

関係（関与の程度）をプログラム別に別添 資料１に掲載する。資料に記しているプログラ

ム毎の科目と育てる人材との関係は、主に関与（〇）とある程度関与（△）の２段階で表

現する。科目とディプロマ―ポリシー（ＤＰ）との関係は、強く関与（◎）、 関与（〇）、 

ある程度関与（△）、 若干関与（▽）の４段階で表現する。 
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［２］研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

 

（１）研究科、専攻等の名称 

本理工学研究科博士前期課程の組織・教育改革では、従来の 10専攻（理学系４専攻、工

学系６専攻）を理学系と工学系の２専攻（理学専攻と工学専攻）に統合し、各専攻内に修

士学位プログラム（理学専攻：５プログラム、工学専攻：７プログラム）を構成する。研

究科博士前期課程の改組の新旧の移行は次の図（図１）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１  理工学研究科の改組の移行図 

 

理工学研究科では、シーズとニーズの発想力の違いを教育・研究へ明確に反映させるた

めに、それぞれ理学専攻と工学専攻に分けた。各専攻内に対しては教育・研究領域毎にプ

ログラム名をつけている。また、理学部が理学専攻の各プログラムと工学部が工学専攻の

各プログラムと教育・研究領域毎にシームレスに対応させ、プログラムの名称も各学部の

プログラム名と対応させている。研究科とプログラムの名称や英語表記は以下のとおりと

する。 

 

① 研究科名 

理工学研究科   Graduate School of Science and Engineering 

② 専攻名 

理学専攻    Department of Science 

工学専攻    Department of Engineering 

③ プログラム名 

数理情報科学プログラム   Mathematics and Informatics Program 

物理・宇宙プログラム     Physics and Astronomy Program 

化学プログラム           Chemistry  Program 

・機械工学PG 50名程度
・電気電子工学PG 45名程度
・建築学PG 25名程度
・海洋土木工学PG 18名程度
・化学工学PG 17名程度
・化学生命工学PG  25名程度
・情報･生体工学PG 42名程度

機械工学専攻 50名

電気電子工学専攻 45名

建築学専攻 25名

化学生命･化学工学専攻 42名

海洋土木工学専攻 18名

情報生体システム工学専攻 42名

数理情報科学専攻 14名

物理･宇宙専攻 15名

生命化学専攻 18名

地球環境科学専攻 17名

理工学研究科 10専攻
（理学系：4専攻、工学系：6専攻）

工学専攻 222 名

理学専攻 64 名

修士学位プログラム

・数理情報科学PG 10名程度
・物理･宇宙PG 17名程度
・化学PG 20名程度
･生物学PG 11名程度
・地球科学PG 6名程度

修士学位プログラム

新理工学研究科 ２専攻 12PG
（理学専攻：5PG、工学専攻：７PG）

理工学研究科

新理工学研究科への移行の考え方

工学系 222名

理学系 64名
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生物学プログラム         Biology Program 

地球科学プログラム       Earth Science Program 

機械工学プログラム       Mechanical Engineering Program 

電気電子工学プログラム   Electrical and Electronics Engineering Program 

海洋土木工学プログラム   Ocean Civil Engineering Program 

化学工学プログラム       Chemical Engineering Program 

化学生命工学プログラム   Chemistry and Biotechnology Program 

情報･生体工学プログラム  Information Science and Biomedical Engineering 

Program 

建築学プログラム         Architecture and Architectural Engineering Program 

 

（２）学位の名称 

学位は、理学分野と工学分野に対応させた学問の専門性、及び理学と工学あるいは他の分野

に係る複数の研究領域にまたがっている学問の専門性に基づき、以下の学位を授与する。 

博士前期課程 

理学専攻 

修士（理学）Master of Science 又は 修士（学術）Master of Philosophy 

工学専攻 

修士（工学）Master of Engineering 又は 修士（学術）Master of Philosophy 

 

 

［３］教育課程の編成の考え方及び特色 

 

（１）教育課程の編成の考え方及び特色 

理工学研究科博士前期課程は、理学専攻と工学専攻の２専攻とし、各専攻内に教育・研

究領域に対応させて修士学位プログラムを設ける（理学専攻：５プログラム、工学専攻：

７プログラム）。このようにシーズとニーズの発想力に応じて、理学専攻と工学専攻に分け

ることで、各専攻内の教育・研究の境界領域・融合・補完をさらに進めることができる。

また、各教員は一つのプログラムに主担当として配置され、必要に応じて理工学研究科内

の他のプログラムに副担当に就くことで、新しい潮流にも直ぐに対応できるフレキシビリ

ティを持たせた組織構成とする。他領域の教員が副担当で指導教員グループに加わった場

合、教育・研究の境界領域や新しい領域に対応できるメリットが生じる。指導教員グルー

プの構成には、教授会で専門分野内容を慎重に審議して主担当と副担当を決定する。本組

織・教育改革では、理工学研究科だけではなく、理学部と工学部の有機的な連携に基づき、

多様なバックグラウンドを持つ学生を受け入れる一般教育（従来型 4＋2教育）と学部教育

と大学院博士前期課程の教育の継続性を考慮した学士・修士一貫教育（一貫教育）を実践

する。一般教育と一貫教育では、教育・研究内容による違いがなく、共に専門分野の教育・
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研究あるいは専門分野を横断した研究や実用技術の開発に貢献ができ、自身のキャリアに

応じた教育が受けられる。各プログラムの学生定員は標準定員を設け、その標準定員を基

準に各専攻で修士学位プログラムにおいて学修の質が保証できる人数を受入れ上限とする。 

 一般教育と一貫教育の全体像は次の図（図２）のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２   一般教育と一貫教育の全体像 

 

   なお、教育・研究領域別に設定された各プログラムでは、必要に応じて領域をさらに分

けることで、教育・研究上の効果を発揮することがある。その場合、当該プログラム内に

分野を設定する。各分野は社会のシーズとニーズに対応した人材を育成するために、特定

の課題について複数の授業科目をとおして体系的に学修するものである。博士前期課程の

学生は、プログラム内の一つ以上の分野を選択し、分野毎に設定されている科目を履修し

て、その分野に必要な高度な内容を身に付ける。 

  各プログラムの分野は次のとおりである。 

数理情報科学プログラム  ：数理情報科学分野 

物理・宇宙プログラム    ：物理分野, 宇宙分野 

化学プログラム          ：無機分析・物理化学分野, 有機・生化学分野 

生物学プログラム        ：生物科学分野 

地球科学プログラム      ：地球科学分野 

機械工学プログラム      ：生産工学分野, エネルギー工学分野, 機械システム工学分野 

電気電子工学プログラム  ：電子物性デバイス工学分野, 電気エネルギー工学分野, 

通信システム工学分野 

海洋土木工学プログラム  ：土木工学・海洋学分野 

理学科

数理情報科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

物理・宇宙ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

化学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

生物学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

地球科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

理学部

先進工学科

機械工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

電気電子工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

建築学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

海洋土木工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

化学工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

化学生命工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

情報･生体工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

建築学科

工学部

卒業論文
(卒業設計)

卒業論文

工学部

D

総
合
理
工
学
専
攻

H28年度
改組済

進学奨励

就職等

就職等

B1 B2 B3 B4 M1 M2

学士･修士一貫教育
（前半）3年基礎力修得期間

学士･修士一貫教育
（後半）3年実践力修得期間

進学奨励

就
職･

進
学
等

修士科目先取り可

修士学位プログラム継続確認

B1 B2 B3 B4 M1 M2
継続確認

修士科目先取り可

●一般教育
(理学)

一貫教育(理学)コース

●一般教育（修士）
理学部卒業生､
工学部卒業生､
他学部､他大学､
留学生､社会人､
受け入れ

・数理情報科学PG
・物理･宇宙PG
・化学PG
･生物学PG
・地球科学PG

修士学位プログラム

・機械工学PG
・電気電子工学PG
・海洋土木工学PG
・化学工学PG
・化学生命工学PG
・情報・生体工学PG
・建築学PG

・知の探究科目
・知の探索科目群
・実践力養成科目群
・大学院横断科目群
・語学関連科目群

一貫教育(工学)コース
工
学
専
攻

理
学
専
攻

教育課程の選択

教育課程の選択

●一般教育
(工学)

学士一般教育 修士一般教育

理
学
部
初
年
次
教
育
等

工
学
部
初
年
次
教
育
等

専門分野の科目,
分野融合科目,
分野横断科目等
(PBL科目含)

専門分野の科目,
分野横断科目 等
(PBL科目含)
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化学工学プログラム      ：化学工学分野 

化学生命工学プログラム  ：化学生命工学分野 

情報･生体工学プログラム ：情報・生体工学分野 

建築学プログラム        ：建築設計分野, 構造設計分野, 環境設計分野 

   改組日程は、令和２年度入学生に対して理学専攻と工学専攻に分け、各専攻に教育・研

究領域別の修士学位プログラムを設ける形態で移行する。履修科目は、履修内容により知

の探究・知の探索・実践力養成・大学院横断・語学関連の５つの科目群に分類し、効果的

な履修を指導する。特に、イノベーションマインドを醸成させるのに必要な実践力養成・

大学院横断・語学関連の３つの科目群では、必修と選択必修及び選択の設定により、指導

教員の助言の下、確実でバランスのよい履修を実現させる。 

   一般教育は令和２年度にスタートさせる。一貫教育の学部学生は学修意欲のある優秀な

学生を前提とし、令和４年度から学生を受け入れる。したがって、令和２年度学部３年進

級時に学部における一貫教育を試行し、令和２年度学部入学の学生に対して令和６年度よ

り大学院の一貫教育を本格スタートする。一般教育と一貫教育の大学院定員は、他分野入

学志願者特別選抜、社会人特別選抜、外国人特別選抜を除き、同数である。一般教育の選

抜は大学院入学の前年度中に実施する。一貫教育の選択は南九州鹿児島の地域性を考慮し

て学部入学時でなく、学部３年進級前に学生本人の主体的な希望により学業成績と面接に

より選抜する。選抜された学生は、進級後、指導教員の助言・指導を受けることができる。

学部４年進級前に再度、成績と面接により一貫教育を継続するかどうか決める。理工学研

究科の学修意欲がある優秀な学生は、GPA 2.60 以上を目安とし､プログラム毎に GPA の閾

値を設定する。一貫教育の大学院進学を希望する学生は、理学部と工学部の各学部長の推

薦に基づき、大学院推薦特別選抜により選抜される。なお、一貫教育の選抜は学生本人の

意思によるもので、学部４年進級時に自ら一貫教育を離れる選択もできる。また、進学に

際し大学院推薦特別選抜を受けなければならない義務もない。 

  一般教育と一貫教育の教育・研究の指導・教授内容は基本同じである。ただし、次の観

点から学生を指導する。 

一般教育（従来型 4＋2教育） 

一般教育は、鹿児島大学の理学部・工学部卒業生、他学部・他大学等の卒業生、様々な分

野からの学生及び留学生、社会人等と多様な学生を積極的に受け入れ、柔軟なカリキュラム

によって、各自のバックグラウンドに応じた博士前期課程の高度な専門教育・研究を実践す

る。結果的に理工学に関連した高度な専門知識・学力・応用力を修得させ、優れたコミュニ

ケーション能力、倫理観を醸成させた修了生を育てる。 

したがって、本研究科の修了生は基礎学力と応用力を身に付け、幅広い分野や数理情報分

野のアドバンスト科目の履修により、将来のキャリアについて明確なビジョンを持ち、幅広

い基礎的素養、高度な専門性、広い視野を併せ持ち、各専門分野に基づいた高度に実践的な
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活動経験を有するイノベーションマインドを身に付けることになる。 

学士・修士一貫教育（一貫教育） 

一貫教育では、一般教育と同等な教育・研究の指導・教授を実施する。一般教育との違い

は、学部３年（B3）進級時に一貫教育を選択（選抜）して、大学院修了までの４年間を計画

的に学修計画が立てられることにある。特に、学部４年（B4）次に指導教員の助言の下、本

人の自由意思に基づき、指定されている範囲で大学院科目が履修できるので、大学院での海

外研修や研究インターシップ等の履修あるいは専門研究に関する国内外における中・長期の

調査等の実施計画が立てやすくなる。 

一貫教育は学部と大学院教育の継続性を考慮し、前半３年間を基礎力修得期間、後半３

年間を実践力修得期間として、学部教育と大学院教育の継続性を重要視する。後半３年間

の実践力修得期間では、学部４年生が修士修了までの長期的な計画を立て、修士学位プロ

グラムの科目（実践力養成、大学院横断、語学関連、知の探索の科目群のうち、指定され

た科目）を８単位の範囲で履修することができる。ただし、大学院科目の先取り履修は義

務ではなく、学生個人の長期的な学修計画に基づき、指導教員の助言の下、修学状況や履

修の指導をとおして学年進行に応じて遂行する。大学院科目の履修単位は、学部の卒業要

件に組み入れることはなく、本理工学研究科博士前期課程に入学後に単位が認定される。

なお、学部４年進級時に一貫教育継続の可否を学業成績と学生との面接により決める。大

学院進学には各学部の推薦と学業成績により推薦特別選抜で実施する。大学院進学を希望

する学生は、指導教員と相談・助言の上、大学院進学時に専門分野の変更が可能な自由度

を持たせる。大学院から異なる分野への変更は他分野入学志願者特別選抜により行う。 

大学院教育では、従来の縦割りＴ型教育構造を抜本的に見直した他の領域・分野を積極

的に履修させるＨ型教育に基づく自律的な実践力を身に付けるように体系化を図っている。

この体系化により他研究科の分野修得・産学協働教育の推進・グローバル教育の充実・実

践的 PBL 教育の導入と柔軟性のある分野横断科目を構成し、イノベーションマインドを有

する人材を養成する組織・教育システムとする。Ｈ型教育の具体的な内容は、各科目を５

つの科目群（知の探究科目群､知の探索科目群､実践力養成科目群､大学院横断科目群､語学

関連科目群）に分類し、一般教育と一貫教育共に科目群毎に必修科目・選択必修科目・選

択科目の設定をすることで、履修の実質化を図る。５つの科目群の関係は次の図３のとお

りである。 
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図３   Ｈ型教育による各科目群と関係 

 

学生が身に付けた能力・付加価値については、具体的な学修達成状況の図・説明文書（デ

ィプロマ―・サプリメント）により教育の質保証を明確化する。 

・10月入学英語コース 

修士学位プログラムの生命化学工学プログラムの生命工学分野と建築学３つの分野のう

ち、設計分野に英語のみで修了ができる英語コースを開設する。英語コースの学生は、学

修効果が認められる科目に対して通常のコースとジョイントした授業を実施することも計

画する。英語コースの設置は、他プログラムの英語コース及び本大学として推し進めてい

る国外の大学とのダブル・ディグリーやジョイント・ディグリーに繋げる準備とする。英

語コースは通常の課程の４月開講３月修了とは異なり、10月開講９月修了とする。 

 

（２）教育課程の編成 

本研究科では、Ｈ型教育に基づく自律的な実践力を身に付ける体系化に基づき、上述し

た５つの科目群（知の探究科目群・知の探索科目群・実践力養成科目群・大学院横断科目

群・語学関連科目群）に整理した。各科目群には幅広い教育・研究領域や分野の履修やグ

ローバル化を考慮した科目が含まれ、研究科共通科目、専攻共通科目、各プログラム独自

の専門科目の必修・選択必修・選択によりバランスのよい履修ができるように設計されて

いる。 

５つの科目群である 1) 知の探究科目群、2) 知の探索科目群、3) 実践力養成科目群、

4) 大学院横断科目群、5) 語学関連科目群の内容は、以下のとおりである。 

１）知の探究科目群 

正・副指導教員の指導・助言の下､特定の研究題目について調査・議論を通して課題を

* 研究科共通必修科目

* 専攻別・プログラム別共通必修科目

知の探究科目群
・修士論文特別研究Ⅰ*
・修士論文特別研究Ⅱ*
(プログラム特別講義 Ⅰ,II 理)

実践力養成科目群
・先端科学特別講義*
・理学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ特論(理)*
・ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ特論(工)*
・研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟI, II
・国内学会特別研修
・国際学会特別研修
・異分野協働PJ etc.

語学関連科目群
･理工系国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ海外研修
･英語論文講読（工）
・理学系修士の為の

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｽｷﾙｽﾞ(理) etc.

大学院横断科目群
・医療･社会･経済･農水系科目

（オープン科目）

・知的財産戦略構築実務論
・技術経営と社会連携

・研究倫理* etc.

知の探索科目群
・分野科目（選択必修）
・個別専門科目（必修･選択必修･選択）

･論文講読（理）*
･○○プログラム必修科目（工）

･分野選択科目 etc.

総合教育機構
他研究科
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発見する方法や解決するための手段を発想・工夫し､得られた知見やデータに基づいて研

究成果にまとめていく必修科目である。理学専攻ではプログラム毎に高度な課題探求活動

を行うために必要となる事項を修得するため、必修科目の特別講義が設定されている。 

【修士論文特別研究Ⅰ】、【修士論文特別研究Ⅱ】（【修士設計特別研究Ⅰ】、【修士設計特

別研究Ⅱ】）注 1）、理学専攻では修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱの他にプログラム別に特別講義Ⅰ

と特別講義Ⅱの必修科目が準備されている。 

注１）建築学プログラムでは修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱか修士設計特別研究Ⅰ,Ⅱのどちらかを分野

の履修内容により選択することができる。 

２）知の探索科目群 

社会のシーズやニーズに沿った分野等、体系的にまとめられている専門分野であり､修士

論文特別研究（修士設計特別研究）に関連する科目である。必要とする分野以外の専門科

目や修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ（修士設計特別研究Ⅰ,Ⅱ）あるいは理学専攻のプログラム別

特別講義Ⅰ,Ⅱに関連する（他プログラムや他分野の専門科目も含む）。 

【分野科目】、【個別専門科目】、【他プログラム専門科目】、【他分野専門科目】etc. 

上述の分野科目等は、教育・研究領域別の科目群である。分野は社会のシーズやニーズ

に対応した人材を育成するために、特定の課題について複数の授業科目を通して体系的に

学修するものである。必修もしくは必修選択科目として全プログラムに一つ以上の分野が

設定されている。学生はプログラム毎に一つ以上の分野を選択し、分野毎に設定されてい

る科目を履修して、その分野の必要で高度な内容を身に付ける。したがって、修士論文（修

士設計）は各プログラムが設定する分野に関連する内容でなければならない。なお、分野

科目は教育・研究領域毎に一定の科目グループを設定し、その枠組みの中の科目の履修に

より高度専門職業人としての専門性を担保する。 

３）実践力養成科目群 

知の探究科目群等で培う専門分野の実践力を養い､イノベーションマインドを醸成さ

せる科目群である。異分野協働プロジェクト等､価値観が異なる領域・分野の学生や所属

の異なる学生との協働あるいは座学等を通して実践的な問題解決の道筋を修得する。数

理・データサイエンス関連も含む。 

 【先端科学特別講義】、【理学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ特論】、【ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ特論】、【異分野協働ﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾄ】、【研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ I】、【研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ II】、【ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ】、【教育研究ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ】、

【国内学会特別研修】、【国際学会特別研修】 etc. 

   先端科学特別講義は研究科共通の必修科目であり、博士後期課程を担当する専攻の教

員及び他研究科､他大学､公立研究所あるいは企業の研究者による講義を５回以上受講

(１回当たり３時間)し､境界領域・分野の研究あるいは他の領域・分野における最先端の

研究に触れる。 

   理学イノベーション特論とサイバーセキュリティ特論は、それぞれ理学専攻と工学専

攻共通の必修科目であり、各専攻の特徴に基づき、第４次産業革命や Society5.0に対応

させた内容となっている。 
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理学イノベーション特論では、数学と自然科学の各教育・研究領域の教員によるリレ

ー形式の講義によって､各分野の歴史的な背景と最新の研究成果に触れる。特に､理学分

野の研究成果がどのような社会的影響を与えているか､また他領域の成果がどのような

波及効果をもたらしているかについて理解を深める。 

サイバーセキュリティ特論では、サイバー空間と社会が密接に関わる中で、個人及び

組織に関するサイバーセキュリティについて工学専攻の大学院生が知るべき知見を修得

し､サイバー空間の在り方について理解を深める。 

異分野協働プロジェクトでは、教育・研究領域以外の学生と協働して､科学技術的なア

プローチにより正解の無い諸課題を解決する能力（他分野に関する調査・分析能力､チー

ムワーク）を身に付けることを目的とする。 

研究インターンシップは、各企業で研究テーマが設定され、そのテーマを独自に解決

していく科目である。期間は２か月以上と１か月以上で、Iと IIに分かれている。これ

らの科目は一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協議会の会員である企業等

40 社と本理工学研究科の依頼に応じた九州地区を中心とする会社 46 社への、課題解決

型の中・長期インターンシップである。企業等の提示した研究テーマに対して、学生が

応募し、志望動機や面接により研究インターンシップ先が決定する。学生と企業等との

橋渡しをするマッチングには専門職員を１名配置し、指導教員の指導補助に当たる。な

お、建築学プログラムの建築設計インターンシップ IIは研究インターンシップ Iに読み

替えることができる。 

教育研究マネージメントは、主指導教員の指導の下､学部学生の授業科目の実験や演習､

あるいは卒論研究に付随した実験・データ解析手法等の指導補助を行うことにより､これ

までに修得した専門分野の知識・学力の振り返り・より深い定着・活用実践を図り､修士

論文（修士設計）における主体的な研究遂行能力の向上を図ることを目的とする。 

実践力養成科目群は必修科目以外に２単位以上の選択をする必要がある(選択必修)。 

４）大学院横断科目群 

総合大学の特色を生かし､Ｈ型人材養成を目指した学際性及び他の領域・分野の授業科

目､あるいは研究者・技術者・教育者等の必要とする研究倫理科目である。 

【研究倫理】、【医療・社会・経済・農水系の科目(オープン科目)】、【知的財産戦略構築

実務論】、【技術経営と社会連携】 

研究倫理は研究科の必修科目である。医療・社会・経済・農水系の科目は、鹿児島大学

の他研究科等で開講されているオープン科目として複数提供される。大学院横断科目群は

必修科目以外、選択科目として受講する。 

５）語学関連科目群 

学問や産業界のグローバル化に対応する高度な英語教育や英語によるコミュニケーシ

ョン能力を身に付ける教育を実践する科目である。海外研修を含む。 

【理工系国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ海外研修】、【理工系ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成の為のｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ】、
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【英語論文講読(工)】、【理学系修士のためのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ｽｷﾙｽﾞ(理)】 

グローバル化に必要な語学を積極的に履修させるため、２単位以上の選択を課す(選択

必修)。海外研修では英語をネイティブとする特任助教の他に特任専門員を配置し、海外

での生活の指導や日常会話の指導、研修中のケアや対応等を実施する。研修費用は日本

学生支援機構(JASSO)の海外留学支援制度や鹿児島大学の海外研修支援事業｢進取の精

神｣支援基金の両方を活用し、学生の負担をできるだけ軽減させる。 

以上、専攻の再編と修士学位プログラムの導入、及び鹿児島大学総合教育機構や他研

究科の協力の下、大学院横断科目群と語学関連科目群を充実させ、さらに協働力や発想

力を醸成させる実践力養成科目群により次の効果をもたらすことを狙っている。 

大学院に進学した学生は一般教育や一貫教育共に、学部で学んだ教育・研究領域に関

わらず、理学専攻と工学専攻の修士学位プログラムの選択を自由化し、学生の教育・研

究領域の移行や拡張の柔軟化を可能にする。特に、大学院横断科目群、語学関連科目群、

実践力養成科目群のバランスのよい配置により、履修の実質化を図り、新たな領域や複

合的な領域・分野を切り開く可能性を期待する。 

これらの教育により、個々の学生が受けた教育の質保証は、具体的な学修達成状況を

裏付ける図・説明文書（ディプロマ･サプリメント）の交付により教育の見える化を図り、

学生が身に付けた能力や取得した学位・資格等（付加価値）を明示することで確認され

る。 

 

（ア）理学専攻 

理学専攻は、数学及び自然科学の知識と研究経験を生かして、地域ならびに国際社会

の発展に積極的に貢献する技術者、研究者、教育者など高度専門職業人を養成すること

を教育目標としている。この目標を達成するために、数学及び自然科学の教育・研究領

域における高度な学識と研究経験を獲得し、あわせて幅広い分野の知識を身に付けるこ

とで、論理的で柔軟な思考力を育成するための教育課程を体系的に編成している。 

理学専攻の教育・研究の柱となる領域は、５プログラムに対応した以下の５つの領域

である。 

1. 数学及び数学を基盤とした情報科学や統計科学に関する数理情報科学分野である

数理情報科学領域 

2. 物理学に関連した物理分野と、天文学に関連した宇宙分野にまたがる物理・宇宙領

域 

3. 無機分析化学及び物理化学に関連した無機分析・物理化学分野と、有機化学及び生

化学に関連した有機・生化学分野にまたがる化学領域 

4. 生物学に関連した生物科学分野である生物学領域 

5. 地球科学に関連した地球科学分野である地球科学領域 

教育課程を構成する科目は、理学専攻の柱となる５教育・研究領域のプログラムが
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提供するプログラム・分野科目と、研究科もしくは理学専攻に共通する科目の２種類

に分けられる。理学専攻の柱となる５プログラムは、以下のとおりである。 

(a)  数理情報科学プログラム 

数学や情報科学や統計科学を深く学ぶことにより、創造的かつ柔軟な思考力をもつ

技術者、研究者、教育者など高度専門職業人の育成を目標とする。数学及び数学を基

盤とした情報科学や統計科学に関する科目を開講する。 

(b)  物理・宇宙プログラム 

物理学や天文学に関連した教育・研究により培った問題解決能力を活かして、専門

的知識をもった創造的で指導的な役割を担う社会人の育成を目標とする。物理学や天

文学に関連した科目を開講する。 

(c)  化学プログラム 

化学に関する専門的知識及び技術を養うとともに、科学技術のあらゆる研究領域・

分野で基盤的知識となる化学の原理を広範囲に応用・発展させることのできる人材育

成を目標とする。化学及び物質科学に関連した科目を開講する。 

(d)  生物学プログラム 

生物学の幅広い基礎知識と技術応用力をあわせもち、広い分野で活躍することので

きる人材、地域並びに国際社会での科学・技術の発展に貢献する人材を育成すること

を目標とする。生物学に関連した科目を開講する。 

(e)  地球科学プログラム 

人間が生存する場である地球について、世界をリードする専門的な知識と倫理的判

断力をもった創造的で指導的な役割を担う専門的職業人の育成を目標とする。地球科

学に関連した科目を開講する。 

各プログラムは、研究領域に関連した分野科目と、研究領域の学術論文を学ぶ論文

講読とを開講し、知の探索科目群を構成する。学生は、知の探索科目を履修すること

によって、理学における高度な専門知識と技能を養成する。また、各プログラムは知

の探求科目として修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱとプログラム別特別講義Ⅰ,Ⅱを開講し、自

律的で実践的な問題解決能力を養成する。 

研究科共通科目及び理学専攻共通科目のうち、自律的で実践的な問題解決能力に資

する科目をもって実践力養成科目群を構成する。このうち、理学イノベーション特論

は理学分野の研究成果がどのような社会的影響を与えているか､また他研究領域の成

果がどのような波及効果をもたらしているかについて理解を深めるための科目である。

また、先端科学特別講義は、境界領域の研究あるいは他の研究領域における最先端の

研究に触れる科目である。いずれの科目も、急速な社会の変化を理解し、これに対応

できる人材を育成するために必要な科目であり、理学専攻の必修科目とする。 
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研究科共通科目のうち、国際的に通用するコミュニケーション能力を修得させるた

めの科目をもって語学関連科目群を構成する。このうち、理学系修士のためのプレゼ

ンテーションスキルズは、科学的な内容の発表と討論に必要な技能を修得するための

科目として、選択必修科目の一つとして開講する。 

研究科共通科目のうち、専門以外の幅広い知識を修得させ、高い倫理感を養成する

ための科目をもって、大学院横断科目群を構成する。このうち研究倫理は、理学を専

門とするものに不可欠な倫理的事項を学ぶ科目であり、理学専攻の必修科目とし、そ

れ以外の科目については選択科目とする。 

（イ）工学専攻 

工学専攻は、工学に関連した高度な専門知識・学力・応用力に加え、専門以外の幅広

い知識や高度な倫理観やコミュニケーション能力を身につけ、地域並びに国際社会のニ

ーズ変化に対して自立的で実践的に対応できる高度なエンジニアリング・デザイン能力

をもった高度専門職業人を養成することを教育目標としている。この目標を達成するた

めに、工学に関連した研究領域における高度な学識と経験を獲得し、あわせて幅広い分

野の知識を身に付けることで、論理的で柔軟な思考力を育成するための教育課程を体系

的に編成している。 

工学専攻の教育研究の柱となる領域は、７プログラムに対応した以下の７つの領域であ

る。 

1. 生産工学分野・エネルギー工学分野・機械システム工学分野の３分野にまたがる機

械工学領域 

2. 電子物性デバイス工学分野・電気エネルギー工学分野・通信システム工学分野の３

分野にまたがる電気電子工学領域 

3. 土木工学及び海洋学に関連した分野である海洋土木工学領域 

4. 化学工学分野を教育研究する化学工学領域 

5. 応用化学及び生命工学に関連した分野である化学生命工学領域 

6. 情報工学及び生体工学に関連した情報・生体工学領域 

7. 建築設計分野・構造設計分野・環境設計分野の３分野にまたがる建築学領域 

教育課程を構成する科目は、工学専攻の柱となる７教育・研究領域のプログラムが提

供するプログラム科目と、研究科もしくは工学専攻に共通する科目の２種類に分けられ

る。工学専攻の柱となる７プログラムは、以下のとおりである。 

(a)  機械工学プログラム 

ものづくりに関わる産業活動の中で、創造力を発揮して、高度で先端的な機械関連技

術を追求し、倫理的判断力・俯瞰的視野・協調性を備え、主体的に社会の要求を解決で

きる人材の育成を目標とする。機械工学に関連した科目を開講する。 

(b)  電気電子工学プログラム 

電気電子工学に関連した基礎知識と高度な専門能力を持ち、社会の要請に対し柔軟
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かつ迅速に対応して地域や国際社会へ貢献できる人材の育成を目標とする。電気電子工

学に関連した科目を開講する。 

(c)  化学工学プログラム 

化学工学の専門知識を学ぶことより、世界で活躍できる高度な知識と倫理的判断力を

もち、柔軟な思考力や探求心をもった優れた高度専門職業人及び研究者の育成を目標と

する。化学工学に関連した科目を開講する。 

(d)  化学生命工学プログラム 

  化学生命工学の専門家として、幅広い視野をもち、グローバル社会で活躍できる人材

の育成を目標とする。応用化学及び生命工学に関連した科目を開講する。 

(e)  海洋土木工学プログラム 

       学部での教育を踏まえ、地球環境ならびに地域社会を総合的に把握し、土木工学、海

洋学の諸問題に対しても柔軟なものの見方、考え方のできる人材の育成を目標とする。

海洋土木工学に関連した科目を開講する。 

(f)  情報・生体工学プログラム 

情報・生体工学関連の新しい技術を自ら創出して課題を解決できる創造的能力を備え

た技術者、研究者の育成を目標とする。情報工学・生体工学に関連した科目を開講する。 

(g)  建築学プログラム 

建築学全般の幅広い知識と俯瞰的視野を備え、建築を通して地域の問題を解決でき

る、行動力や主体性を備えた高度専門職業人の育成を目標とする。建築学に関する科目

を開講する。 

各プログラムは、プログラム必修科目、あるいは学生の選択分野に応じた分野基礎科

目と分野に関連した分野科目とを開講し、知の探索科目群を構成する。学生は、知の探

索科目を履修することによって、工学における高度な専門知識と技能を養成する。また、

各プログラムは知の探求科目として修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ（修士設計特別研究Ⅰ,Ⅱ）

を開講し、自律的で実践的な問題解決能力を養成する。 

研究科共通科目及び工学専攻共通科目のうち、自律的で実践的な問題解決能力に資す

る科目をもって実践力養成科目群を構成する。このうち、サイバーセキュリティ特論は、

セキュリティ空間の維持が必要不可欠であるサイバー空間と社会が密接に関わる現代

社会の中において、工学分野の高度専門職業人として知るべき知見を修得し､今後のサ

イバー空間の在り方について理解し対応できる能力を養成するための科目である。また、

先端科学特別講義は、境界領域の研究あるいは他の研究領域における最先端の研究に触

れる科目である。いずれの科目も、急速な社会の変化を理解し、これに対応できる人材

を育成するために必要な科目であり、工学専攻の必修科目とする。 

研究科共通科目のうち、国際的に通用するコミュニケーション能力を修得させるため

の科目をもって語学関連科目群を構成する。このうち、英語論文講読は、研究領域の学

術論文を講読し、論文を題材にした議論を活発に行うことによりコミュニケーション能
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力を高めるための科目であり、選択必修科目の１つとして開講する。 

研究科共通科目のうち、専門以外の幅広い知識を修得させ、高い倫理感を養成するた

めの科目をもって、大学院横断科目群を構成する。このうち研究倫理は、工学を専門と

するものに不可欠な倫理的事項を学ぶ科目であり、工学専攻の必修科目とし、それ以外

の科目については選択科目とする。 

以下に各専攻・各プログラムの教育課程を示す。（表 1-1、表 1-2） 

表 1-1 【理学専攻】     

    

科
目
数

単
位
数

研究倫理 1 ● 1 1

医療・社会・経済・農水系科目
注1)

　★ 2 〇

知的財産戦略構築実務論　★ 2 〇

技術経営と社会連携　★ 2 〇

理工系国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ海外研修　★ 4 ◎

理工系ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成の為の
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

2 ◎

理学系修士のためのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｽｷﾙｽﾞ(理) 2 ◎

先端科学特別講義（修士） 1 ● 1 1

国内学会特別研修 1 ◎

国際学会特別研修 1 ◎

教育研究マネジメント 2 ◎

異分野協働プロジェクト 2 ◎

研究インターンシップⅠ
注2） 4 ◎

研究インターンシップⅡ
注2） 2 ◎

インターンシップ
 注2） 1 ◎

実践的STEM教育特論 1 ◎ 1 1

プログラム特別講義Ⅰ 2 ●

修士論文特別研究Ⅰ 2 ●

プログラム特別講義Ⅱ 2 ●

修士論文特別研究Ⅱ 2 ●

論文講読 4 ● 1 4

プログラム必修科目 0～1 ● 0～1 0～1

●：必修科目　◎：選択必修科目　〇：選択科目

★：学士・修士一貫教育のB4学生の受講可能な大学院科目（指導教員の助言の下、8単位まで受講可）

注1)医療・社会・経済・農水系科目は各研究科が開講しているオープン科目である。

研
究
科
共
通
科
目

科
目
群

大
学
院
横
断

1単位

3以上
注1)

6以上
注1)

科
目
群

実
践
力
養
成

1単位

科
目
群

語
学
関
連

2単位以上

7 13

任意

2単位以上

3 8

理学専攻　修了要件

科目区分 授業科目名
単
位

必
修
／
選
択

開講

単
位
数

最
低
取
得

注2）研究インターンシップⅠ、研究インターンシップⅡ、インターンシップの3科目については、これらのうち1科目のみの単位を修了単位に算

入する。

共
通
科
目

理
学
専
攻

科
目
群

養
成

実
践
力

知
の
探
索
科
目
群

○
○
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

科
目
群

知
の
探
究

任意

各2 ◎

○

合　計

4単位

8単位以上プログラム選択必修科目　★

他プログラム科目　
注3）

　★

科

目

必

修 0～1単位

注3)指導教員の助言の下、他プログラムが開講する科目も履修可能である。また、履修進行上、履修できる科目に制約があり、確認するこ

と。

1単位理学イノベーション特論 1 ● 1 1

30単位以上

4 8 8単位

各PG
提供
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表 1-2 【工学専攻】  

       

 

 

科
目
数

単
位
数

研究倫理 1 ● 1 1

医療・社会・経済・農水系科目
注１)　

★ 2 〇

知的財産戦略構築実務論　★ 2 〇

技術経営と社会連携　★ 2 〇

理工系国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ海外研修　★ 4 ◎

理工系ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成の為の
ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

2 ◎

英語論文講読(工) 2 ◎

先端科学特別講義（修士） 1 ● 1 1

国内学会特別研修 1 ◎

国際学会特別研修 1 ◎

教育研究マネジメント 2 ◎

異分野協働プロジェクト 2 ◎

研究インターンシップⅠ
注2） 4 ◎

研究インターンシップⅡ
注2） 2 ◎

インターンシップ
 注2） 1 ◎

応用数学特論Ⅰ 2 ◎

応用数学特論Ⅱ 2 ◎

サイバーセキュリティ特論 2 ● 1 2

修士論文特別研究Ⅰ
注3）

4
注3）

●
注3）

修士論文特別研究Ⅱ
注3）

4
注3）

●
注3）

●：必修科目　◎：選択必修科目　〇：選択科目

★：6年一貫教育のB4学生の受講可能な大学院科目（指導教員の助言の下、8単位まで受講可）

注1)医療・社会・経済・農水系科目は各研究科が開講しているオープン科目である。

注5)建築学プログラムは、選択必修科目。

10～12
単位

2～8
単位

注3）建築学プログラムは、修士論文特別研究Ⅰ、Ⅱ（計8単位）と修士設計特別研究Ⅰ、Ⅱ（計8単位）のグループのうちから1つのグループ

（8単位）を修得しなければならない。

科
目
群

実
践
力
養
成

1単位

7 13

共
通
科
目

工
学
専
攻

科
目
群

養
成

実
践
力

2 4

2単位

2単位以上

研
究
科
共
通
科
目

科
目
群

大
学
院
横
断

1単位

工学専攻　修了要件

科目区分 授業科目名
単
位

必
修
／
選
択

開講

単
位
数

最
低
取
得

3以上
注１)

6以上
注１) 任意

科
目
群

語
学
関
連

3 8 2単位以上

2
注3）

○
○
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目

科
目
群

知
の
探
究

◎　　　　　分野選択必修科目
注4）注5）

★

　　　　　分野外選択科目
注4）

　★

0～2

基
礎
科
目

□
□
分
野

分野必修科目 ● 0～4

必
修
科
目

プログラム必修科目 ● 0～2

8
注3）

注4)指導教員の助言の下、他プログラムが開講する科目も履修可能である。また、履修進行上、履修できる科目に制約があり、確認するこ

と。

合　計 30単位以上

注2）研究インターンシップⅠ、研究インターンシップⅡ、インターンシップの3科目については、これらのうち1科目のみの単位を修了単位に算

入する。

8単位

5～18
10～
36

4～10
単位

〇 任意

0～8

知
の
探
索
科
目
群
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（３）教育課程・実施の方針（カリキュラムポリシー：ＣＰ） 

理工学研究科のＣＰ 

科学・技術の専門家として、幅広い視野をもち、グローバル社会で活躍できる人材

を育成するため、各専攻が編成した学位プログラムを構成する教育課程において、以

下のような方針による質の高い教育を実践する。 

1. 理工学に関連した高度な専門知識を修得させるために、知の探索科目群を配置す

る。 

2. 専門以外の幅広い知識を修得させ、高い倫理感を養成させるために、大学院横断

科目群を配置する。 

3. 自律的で実践的な問題解決力を修得させるために、実践力養成科目群及び知の探

究科目群を配置する。 

4. 国際的に通用するコミュニケーション能力を修得させるために、語学関連科目群

を配置する。 

理学専攻のＣＰ 

広い視野をもち、グローバル社会で活躍できる人材を育成するため、理学専攻が編

成した学位プログラムを構成する教育課程において、以下のような方針による質の高

い教育を実践する。 

1. 数学及び自然科学に関連した高度な専門知識を修得させるために、知の探索科目群

を配置する。 

2. 数学及び自然科学以外の幅広い知識を修得させ、高い倫理感を養成させるために、

大学院横断科目群を配置する。 

3. 自律的で実践的な問題解決力を修得させるために、実践力養成科目群及び知の探究

科目群を配置する。 

4. 国際的に通用するコミュニケーション能力を修得させるために、語学関連科目群を

配置する。 

工学専攻のＣＰ 

修得すべき専門分野の高度な知識及び技能と、総合的判断力及び俯瞰的な視野と高

い倫理観をもってグローバル社会で活躍できる人材を育成するために、以下のような

方針による質の高い教育を実践する。 

1．工学に関連した高度な専門知識を修得させるために、知の探索科目群を配置する。 

2．専門以外の幅広い知識を修得させ、高い倫理感を養成させるために、大学院横断

科目群を配置する。 

3．自律的で実践的な問題解決力を修得させるために、実践力養成科目群及び知の探

究科目群を配置する。 

4．国際的に通用するコミュニケーション能力を修得させるために、語学関連科目群

を配置する。 
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［４］教員組織の編成の考え方及び特色 

 

理学部・工学部・理工学研究科の全教員は、学術研究院理工学域に所属する。理工学域

の理学系の教員が理学部と理工学研究科の教育及び共通教育等を担う。理工学域の工学系の

教員が工学部と理工学研究科の教育及び共通教育等を担う。 

改組後の大学院理工学研究科の教育・研究及び大学運営に関連する事項を取り扱うため

の組織としては、専任教授（研究科長、副研究科長(理･工学部長含)、前期専攻の正・副専

攻長、理・工副学部長、正・副プログラム長など約 35名）で構成する「研究科運営委員会」、

「研究科代議員会」と、主として専任教授と専任准教授で構成する「研究科教授会」を設置

する。 

研究科運営委員会の審議事項は、研究科代議員会と研究科教授会に上程する内容である。

研究科代議員会と研究科教授会の審議事項は、将来構想、中期計画、年次計画、予算、評価

など、研究科全体の教育・研究に関連する重要な内容である。大学院主体の体制であるため、

研究科長を責任者として理工学研究科教授会が博士後期課程を含む全組織を掌握する。研究

科長の指示の下で研究科教授会の付託を受けて、各博士前期課程専攻の各プログラムを担当

する教員グループが、教育研究の責任者として正・副プログラム長（計 24名）を選出する。

選ばれた正・副プログラム長は研究科代議員会の構成員となる。なお、人事に関しては、学

術研究院理工学域に所属する教授で構成される理工学域会議で審議される。 

大学院では入試制度やカリキュラムなどが多様であり、教育に関する適切な管理運営が極

めて重要である。また、理工学研究科は、理学部・工学部と密に連携するために、博士後期

課程、博士前期課程、理学部並びに工学部のそれぞれの教育に係わる重要事項を審議する会

議とその付託を受けた事項を分担する各種委員会などを効果的に整備する。 

 

（１）教員配置 

理学部・工学部教員は本学術研究院理工学域に所属するため、各学部、学科（プログラ

ム）、専攻（プログラム）の教育を主に担当する教員数を適宜定めなければならない。しか

し、理学部と工学部の教育を担当する教員配属数は現状のままとする。つまり、長期的展

望に基づく教育研究を行う理学系と工学系は、現在の教員数を維持して関連学科のプログ

ラム及び専攻のプログラムの教育・研究を担当する。2020年４月１日現在、教員の配置は

次表（表 2-1、表 2-2）のとおりである。 
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表 2-1     教員の配置１（理学専攻 プログラムの教員配置）2020.04.01現在 

 
 

表 2-2      教員の配置２（工学専攻 プログラムの教員配置）2020.04.01現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※上記以外に理学専攻・工学専攻に共通する２科目を担当する特任助教が１名 
 

理学専攻各プログラムの主担当教員は 44名（教授 22名, 准教授 21名, 講師１名）で、

そのうち、43名が博士前期課程の指導教員、１名が博士前期課程の授業担当教員である。

学共施設教員等は、鹿児島大学内のセンター所属等の学共施設の教員であり、博士前期課

程の指導資格のある指導教員は５名である。工学専攻各プログラムの主担当教員は 83名

（教授 39名, 准教授 44名, 講師 0名）で、全員が博士前期課程の指導教員である。学共

プログラム 教    授 准 教 授 講    師 助教 現員 学共施設教員・客員教員等

数理情報科学PG 指導教員　　　　４名 指導教員　　　　５名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　１名 その他の教員　３名

計 4 5 1 3 13

物理・宇宙PG 指導教員　　　　６名 指導教員　　　　８名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名 共通教育センター

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 　 指導教員　准教授　２名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　２名

計 6 8 0 2 16

化学PG 指導教員　　　　４名 指導教員　　　　４名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　１名 授業担当教員　０名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　３名

計 4 4 1 3 12

生物学PG 指導教員　　　　４名 指導教員　　　　３名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名 共通教育センター

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 　 指導教員　准教授　１名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　１名

計 4 3 0 1 8

地球科学PG 指導教員　　　　４名 指導教員　　　　１名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名 共通教育センター

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 　 指導教員　准教授　１名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　２名 地震火山地域防災センター

   指導教員　准教授　１名

計 4 1 0 2 7 　

定員内現員合計 22 21 2 11 56

プログラム 教    授 准 教 授 講    師 助教 現員 学共施設教員・客員教員等

機械工学PG 指導教員　　　１０名 指導教員　　　　８名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名 共通教育センター

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 　 その他の教員　      １名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　４名

計 10 8 0 4 22

電気電子工学PG 指導教員　　　　８名 指導教員　　　　９名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　５名

計 8 9 0 5 22

海洋土木工学PG 指導教員　　　　３名 指導教員　　　　６名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　４名

計 3 6 0 4 13

化学工学PG 指導教員　　　　３名 指導教員　　　　３名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　３名

計 3 3 0 3 9

化学生命工学PG 指導教員　　　　４名 指導教員　　　　６名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　４名

計 4 6 0 4 14

情報・生体工学PG 指導教員　　　　５名 指導教員　　　　７名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名 学術情報基盤センター

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 　 指導教員　教授 　　２名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　４名 共通教育センター

   指導教員　准教授　１名

　　その他の教員　　　１名

計 5 7 0 4 16

建築学PG 指導教員　　　　６名 指導教員　　　　５名 指導教員　　　　０名 指導教員　　　　０名

授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名 授業担当教員　０名

その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　０名 その他の教員　３名

計 6 5 0 3 14

定員内現員合計 39 44 0 27 110
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施設の博士前期課程の指導教員は 3名である。その他、英語教育に重要な英語のネイティ

ブスピーカーで教員教育実績のある特任助教１名を工学専攻に配置し、理学専攻、工学専

攻に共通する２科目を担当する。 

主担当教員の年齢構成は以下のとおりである。 

○理学専攻 44名 

教  授（22名）60歳代   8名, 50歳代  12名, 40歳代   2名 

准教授（21名）60歳代   1名, 50歳代   4名, 40歳代  12名、30歳代   4名 

講  師（ 1名）50歳代   1名 

○工学専攻（83名） 

教  授（39 名）60歳代  14名, 50歳代  20名, 40歳代   5名                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

准教授（44名）60歳代   2名, 50歳代  20名, 40歳代   6名, 30歳代   16名 

他に、連携している研究所等から招聘する指導教員や授業担当教員の資格を有する客員教

授等が 10名前後いる。客員教授等は審査のうえ、１年毎に契約する。 

 

（２）教員構成 

本学術研究院理工学域は、理学系と工学系別々に教員数を管理する。学生定員は、理学専

攻 64名と工学専攻 222名の合計 286名である。 

理学専攻は５プログラムで構成する。各プログラムの標準学生定員（目安学生定員）は、

数理情報科学 PG 10名、物理･宇宙 PG 17 名、化学 PG 20名、生物学 PG 11名、地球科学 PG 6

名である。 

理学系の全教員数は教授 22名･准教授 21名･講師２名･助教 11名であり、理学専攻各プロ

グラムの学生数に対して、当初、数理情報科学 PGの主担当教員は教授４名・准教授５名、物

理･宇宙 PGの主担当教員は教授６名・准教授８名、化学 PGの主担当教員は教授４名・准教授

４名・講師１名、生物学 PGの主担当教員は教授４名・准教授３名、地球科学 PGの主担当教

員は教授４名・准教授１名とする。 

工学専攻は７プログラムで構成する。各プログラムの標準学生定員（目安学生定員）は、

機械工学 PG 50名、電気電子工学 PG 45名、海洋土木工学 PG 18名、化学工学 PG 17名、化

学生命工学 PG 25 名、情報･生体工学 PG 42名、建築学 PG 25名である。 

工学系の全教員数は教授 39名･准教授 44名･講師０名･助教 27名であり、工学専攻各プロ

グラムの学生数に対して、当初、機械工学 PGの主担当教員は教授 10名・准教授８名、電気

電子工学 PG の主担当教員は教授８名・准教授９名、海洋土木工学 PGの主担当教員は教授３

名・准教授６名、化学工学 PGの主担当教員は教授３名・准教授３名、化学生命工学 PGの主

担当教員は教授４名・准教授６名、情報･生体工学 PGの主担当教員は教授５名・准教授７名、

建築学 PGの主担当教員は教授６名・准教授５名とする。 

学術研究院理工学域の教員は、理学部と工学部及び理工学研究科の博士前期課程と博士後

期課程の教育・研究を担っている。標準学生定員は、入口と出口及び、過去５年間の入試倍

率を考慮して定めている。したがって、上記の各プログラムの標準学生定員と主担当教員の
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編成は、配置人数や年齢構成の面で概ねバランスの取れた状況となっている。 

なお、標準学生定員はあくまでも目安の学生定員であり、専攻の学生定員内で大学院進学

者の希望及び社会のニーズにより各プログラムの教育が可能な範囲で増減させることができ

る。したがって、各専攻内のプログラム毎の標準学生定員や分野別教員配置は、経済や社会

情勢の変化を把握しつつ、社会的要請度を基準とした状況を見極めたうえで設定する。 

 

 

［５］教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 

 

（１）教育方法、履修指導 

理工学分野の教育体系は、多くの科目が基礎から応用への学修プロセスの枠組みの中

に位置するという特徴を持つため、アラカルト方式で授業科目を提供し、任意に学修さ

せるという受講形態を主とすることが困難である。しかしながら、理工学研究科の利点

を生かすためには、共通コアカリキュラムを開講し、高度専門職業人を育てるという視

点も重要になる。それゆえ、教育・研究領域毎に知的探索科目群を分野選択科目という

枠組みの中で学び、その成果を活用できるように大学院横断科目群、語学関連科目群、

実践力養成科目群の中から他領域・分野等の学修を進め、それを基礎知識として多様な

考え方を研鑽する教育の実践を目指している。 

各プログラムで開講している授業科目は、次のように分類することができる。 

１）研究科・専攻共通科目（必修科目と選択必修科目と選択科目） 

２）分野科目（選択必修科目） 

３）専門選択科目 

４）分野外選択科目 

大学院横断科目には総合大学の特色を生かす他研究科が開講している授業科目が含ま

れている。研究科共通科目の選択科目は、イノベーションマインドを醸成させることが

主目的である。専門選択科目には他大学等開講科目も含まれ、鹿児島大学では学べない

授業科目を設定している。分野外選択科目では必要とする専門基礎知識に配慮しつつ、

教育・研究領域の広がりを図るために理工学研究科開講科目あるいは他研究科開講科目

として受講を認めるもので、学際性を生かす措置となっている。したがって、科目の選

択に当たっては、教授会で認定された指導教員グループや各プログラムの教務委員によ

る履修指導・助言の場を設けて適切に決めさせる。 

 

（２）研究指導の方法 

各学生は教授会で認定された指導教員グループ（主担当教員、副担当教員、合計２名

以上）により教育・研究指導を受ける。他に、教育・研究の充実を目的に、教授会で認

定された外部の先端的な研究組織との連携及び相互交流を実施する。連携している研究

機関は次のとおりであり、必要に応じて客員教員等を招聘する。 
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独立行政法人 産業技術総合研究所（電気電子工学 PG、化学工学 PG、化学生命工学 PG） 

独立行政法人 宇宙航空研究開発機構（JAXA）（物理･宇宙 PG） 

大学共同利用機関法人 自然科学研究機構 国立天文台（物理･宇宙 PG） 

国立研究開発法人 港湾空港技術研究所（海洋土木工学 PG） 

国立水俣病総合研究センター（生物学 PG） 

 

（３）博士前期課程の修了要件 

博士前期課程の修了要件は、大学院学則の定めるところにより、当該課程に２年以上

在学し、30 単位以上を修得し、累積 GPA の数値が 2.00 以上、かつ、必要な研究指導を

受けたうえ、博士前期課程の目的に応じ、修士論文又は特定の課題についての研究の成

果の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関して、教授会が認

めた優れた研究業績を上げた者については、１年以上在学すれば足りるものとする。 

長期にわたる課程の履修が認められた者（長期履修学生）の博士前期課程の修了要件

は、当該課程に２年以上在学し、30 単位以上を修得し、累積 GPA の数値が 2.00 以上、

かつ、必要な研究指導を受けた上、博士前期課程の目的に応じ、修士論文又は特定の課

題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格することとする。 

修了要件として累積 GPA 2.00以上を課している理由は次のとおりである。本研究科の

修了生は、基礎学力と応用力を身につけ、幅広い分野の履修により将来のキャリアにつ

いて明確なビジョンをもち、幅広い基礎的素養、高度な専門性、広い視野を併せもち、

かつ各研究領域・分野の高度に実践的な活動に、進んでチャレンジするイノベーション

マインドの取得を目的とする。個々の履修科目は、評価Ａ（秀 GP=４）、Ｂ（優 GP=３）、

Ｃ（良 GP=２）、Ｄ（可 GP=１）、Ｆ（不可 GP=０）で評価され、評価Ｄ以上が合格である

が、本研究科の修了生が前述のイノベーションマインドの取得を目的とする観点から、

評価ＡもしくはＢによる修得を理想とする。累積 GPA 2.00 未満の場合、理想に到達しな

い評価が多く含まれる可能性がある。したがって、学生自身に高い意識を持たせること

及び本研究科の目標を達成するうえで総合的に判断したものである。本研究科では、既

に平成 25 年度入学生から、修了要件として累積 GPA 2.00 以上を課しているが、これま

での過去５年間の修了生 1,338名の累積 GPAの平均値は 3.61 であり、累積 GPA2.00 以上

を課すことは合理的であって、モチベーションの高い優秀な修了生を輩出することにつ

ながっている。 

学位及び教育プログラムごとの修了要件を以下に示す。 

(a)【理学専攻  数理情報科学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 
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・研究科共通科目及び理学専攻共通科目の実践力養成科目群から４単位以上（「先端科学

特別講義」1単位、「理学イノベーション特論」１単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探究科目群から「数理情報科学特別講義Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から「論文講読」４単位、「数理情報科学論」１単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上 

(b)【理学専攻  物理・宇宙プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び理学専攻共通科目の実践力養成科目群から４単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「理学イノベーション特論」１単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探究科目群から「物理・宇宙特別講義Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から「論文講読」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上 

(c)【理学専攻  化学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び理学専攻共通科目の実践力養成科目群から４単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「理学イノベーション特論」１単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探究科目群から「化学特別講義Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から「論文講読」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上 

(d)【理学専攻  生物学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び理学専攻共通科目の実践力養成科目群から４単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「理学イノベーション特論」１単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」４単位 
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・プログラム科目の知の探究科目群から「生物学特別講義Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から「論文講読」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上 

 

(e)【理学専攻  地球科学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び理学専攻共通科目の実践力養成科目群から４単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「理学イノベーション特論」１単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探究科目群から「地球科学特別講義Ⅰ,Ⅱ」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から「論文講読」４単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上 

(f)【工学専攻  機械工学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目２単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から 10単位以上  

(g)【工学専攻 電気電子工学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目２単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から 10単位以上  
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(h)【工学専攻 海洋土木工学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目２単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から 10単位以上  

(i)【工学専攻 化学工学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目２単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上  

(j)【工学専攻  化学生命工学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目２単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上  

(k)【工学専攻 化学生命工学プログラム（英語コース）】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 
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・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目２単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から８単位以上  

(l)【工学専攻 情報・生体工学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目２単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の分野選択必修の開講科目から 10単位以上  

(m)【工学専攻  建築学プログラム】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱ」又は「修士設計特別研

究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の選択した分野から指定する科目８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の選択必修の開講科目から４単位以上 

(n)【工学専攻  建築学プログラム（英語コース）】 

・修得単位数 30 単位以上 

・累積 GPA 2.00 以上 

・研究科共通科目の大学院横断科目群から「研究倫理」１単位 

・研究科共通科目の語学関連科目群から２単位以上 

・研究科共通科目及び工学専攻共通科目の実践力養成科目群から５単位以上（「先端科学

特別講義」１単位、「サイバーセキュリティ特論」２単位を含む） 

・プログラム科目の知の探究科目群から「修士設計特別研究Ⅰ,Ⅱ」８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群から指定する科目８単位 

・プログラム科目の知の探索科目群の選択必修の開講科目から４単位以上 
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以上の修了要件を以下の表（表３）にまとめて示す。 

 

表３     修了要件 

 
 

（４）履修モデル（カリキュラムマップ） 

カリキュラムマップは、別添 資料２に掲載する。 

 

（５）学位論文審査 

① 博士前期課程における学位論文の審査委員会 

1 教授会は、学位論文審査のため、研究科の指導教員のうちから３名以上の学位論

文審査委員を選出し、うち１名を主査とする。 

2 学位論文の審査に当たって必要と認められるときは、前項に規定する学位論文審

査委員以外の教員を学位論文審査委員に加えることができる。 

3 前項の規定にかかわらず、学位論文の審査に当たって必要があるときは、教授会

の議を経て、他の研究科、他大学の大学院又は研究所等の教授等を学位論文審査

委員に加えることができる。 

4 教授会は、審査委員会の報告に基づいて審議し、学位論文及び最終試験又は学力

の確認の合否を決定する。 

専攻名

プログラム名

数

理

情

報

科

学

物

理

・

宇

宙

化

学

生

物

学

地

球

科

学

機

械

工

学

電

気

電

子

工

学

海

洋

土

木

工

学

化

学

工

学

化

学

生

命

工

学

情

報

・

生

体

工

学

建

築

学

学位種

累積GPA

総単位

研究科共通科目

専攻共通科目

プログラム科目

知の探究科目群から修士論文特別

研究Ⅰ,Ⅱとプログラム特別講義

Ⅰ,Ⅱの８単位、知の探索科目群

の必修科目から数理情報科学PGは

５単位、その他のPGは４単位、PG

が指定する分野選択必修科目から

８単位以上

知の探究科目群から修士論文特別研究Ⅰ,Ⅱの

８単位、知の探索科目群からPG指定の必修科目

と分野選択必修から化学工学PGと化学生命工学

PGは計10単位以上、その他のPGは計12単位以上

実践力養成科目群から理学イノ

ベーション特論１単位必修

実践力養成科目群からサイバーセキュリティ２

単位必修

大学院横断科目群から研究倫理１

単位必修、語学関連科目群から２

単位以上、実践力養成科目群から

専攻共通選択科目を含めて３単位

以上（先端科学特別講義１単位

含）、総計７単位以上

大学院横断科目群から研究倫理１単位必修、語

学関連科目群から２単位以上、実践力養成科目

群から専攻共通科目を含めて３単位以上（先端

科学特別講義１単位含）、総計８単位以上

３０単位以上

理学専攻 工学専攻

理学 ・ 学術 工学 ・ 学術

２．００以上
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② 学位論文の審査基準 

博士前期課程における学位論文の審査基準は次のとおりであり、研究科のホーム

ページに掲載することによって学生にも公表する。 

修士論文の審査は、学位申請者が提出した論文の学術的意義、新規性、創造性、

応用的価値の有無、さらには、学位申請者の研究成果の論理的説明力、研究推進能

力、研究分野に関連する幅広い専門的知識、倫理性などを有しているかを、ディプ

ロマポリシーを勘案して審査する。 
 

（６）研究倫理審査体制 

本理工学研究科では、「鹿児島大学大学院理工学研究科研究倫理規則」（別添 資料３）

及び「大学院理工学研究科研究倫理に関する申合せ」（別添 資料４）により、研究倫理

審査体制が規定されている。鹿児島大学大学院理工学研究科組織運営規則に基づき、理

工学研究科に鹿児島大学大学院理工学研究科研究倫理委員会が設置され、研究計画審査

申請書を規定されている研究実施計画・研究の検証・研究上の倫理等が審議する。審議

結果は、承認・条件付き承認・変更勧告・不承認・非該当を判定する。改組後は現行の

体制を維持する。 

 

［６］施設、 設備等 

 

（１）教室等施設・設備 

本理工学研究科の敷地面積は約 54,500 m2、校舎床面積は約 13,878 m2を超えている。

校舎延べ床面積は約 50,119 m2強である。講義室は計 38室あり、学部教育を含め稼働率

は 80％を超えている。博士前期課程指導教員と授業担当教員 128名には、専任教員研究

室が割り当てられ、教育・研究が進められている。実験室･演習室・実習室は別にあり、

助教等の部屋が確保され、学部教育と大学院教育が実施されている。理工学研究科の施

設概要は次の表（表４）のとおりである。 

表４            理工学研究科施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ）延べ床面積 

44室 84室 0室 128室

(3)  講　　義　　室
11室 27室 0室 38室

(４) 専任教員研究室
理学系 工学系 その他 計

区　　　　　分 内　　　　　　　　訳

理学系 工学系 その他

54,500㎡12,500㎡

理学系 工学系 その他

(１)敷　　　　　地

3,978(13,619)㎡ 9,900(36,500)㎡

工学系 その他 計

(２) 校　　　　　舎
0㎡ 13,878(50,119)㎡

理学系

計

計

42,000㎡ 0㎡
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設備等では、理工系で直接関係する鹿児島大学機器分析センター所管と、理工学研究

科所管のものがある。理工学研究科では、中央実験工場所管と各研究室が研究テーマに

応じて設置・管理しているものがある。また、鹿児島大学全体の授業支援システムを高

等教育研究開発センターが所管している。ここでは、機器分析センターと中央実験工場

所管の主なもの、及び授業支援システムを記載する。 

設備等（大学における主なもの） 

○機器分析センター 

走査型Ｘ線光電子分析装置、電子線マイクロアナライザ、Ｘ線分析顕微鏡、蛍光Ｘ

線分析装置、元素分析装置 、電子顕微鏡、円二色性分散計、レーザ顕微鏡、FT-IR、

高速Ｘ線回折装置、電子後方散乱回折像(EBSB)解析システム、レーザーラマン顕微鏡

電子天秤、小型切断機、精密研磨機、バキューム型グローブボックス、試料埋込機、

小型プレス装置、純水製造装置、自動乳鉢、微少硬度計 MVK-D、マッフル炉、高速振

動粉砕機、ロータリーエバポレーター、顕微鏡用冷却加熱装置、卓上ボール盤、小型

旋盤、小型熱プレス機、ラボフード、光学顕微鏡、核磁気共鳴装置、高分解能・分析

透過電子顕微鏡、味認識装置、分子間相互作用解析装置、クリーンルーム、バイオハ

ザード対応室、凍結乾燥機、CO2インキュベータ、オートクレーブ、高速冷却遠心機、

遠心分離機、精密イオンポリシングシステム、精密ディンプル・グラインダー、超音

波ディスクカッター、Low Speed Saw、超純水製造装置、純水製造装置、フレークアイ

ス製造装置 

〇中央実験工場 

ワイヤ放電加工機、NC 旋盤、フライス盤、直立ボール盤、NCフライス盤、ラジアル

ボール盤、卓上ボール盤、旋盤、形削盤、ファインカッタ、コンタマシン、パネルソ

ー、手押鉋盤、自動鉋盤、丸鋸昇降盤、ロータリーバンドソー、ワイヤ放電加工機、

マシニングセンタ、測定顕微鏡、三次元 CAD/CAMシステム、3Dプリンタ、卓上レーザ

加工機、細穴放電加工機、三次元測定器、シャーリングマシン、ポンチングマシン、

平面研削盤、油圧ベンダ、帯鋸盤、交流アーク溶接機、MIG溶接機、TIG溶接機 

○高等教育研究開発センター 

学習管理システム（LMS）「manaba（マナバ）」 

・講義資料の配布やレポートの提出、出席管理などが行える授業支援のためのシステ

ム 

 

（２）図書等・図書館 

○附属図書館 

包括的学術情報検索サービス「まなぶた Search」 

・大学で所蔵する資料の他、世界中のデータベースに収録されている書誌情報やフル

テキストを一挙に探索ができるシステム 
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（３）研究室等 

各プログラムや研究室毎に、研究分野や研究テーマ別に種々の実験装置・計測装置等

が、科学研究費・共同研究費・教育施設費等を有効に活用して導入している。 

 

［７］ 基礎となる学部との関係 

本組織・教育システムは、上述するように理工学研究科･理学部･工学部の連携が重要であ

り、その教育内容を図示すると次のとおり(図２：再掲)である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 工学研究科･理学部･工学部との連携内容 

 

図２に示すように、理学部と工学部の各プログラムはシームレスに理学専攻と工学専攻の

各プログラムと対応させている。理学部と工学部及び理工学研究科の教育・研究を主に担当

する教員は、鹿児島大学学術研究院理工学域に所属する。学共施設教員の一部教員や客員教

員等の教員も理学部と工学部及び理工学研究科の教育・研究を担当する。 

理工学域等の教員が分担する教育は、博士後期課程、博士前期課程、理学部、工学部並び

に共通教育である。これらの教員は、教育組織として再編する理学部、工学部及び理工学研

究科の複数のプログラムにおいて、授業などを担当しなければならない。その際、責任ある

教育を実践するには、専門性の近い分野の複数教員、さらには専攻内でプログラム単位別に

教員グループを構成し、関連する学部運営を含めて実質的な協議、審議を行える体制とする。 

「研究を通した教育」を実践する理工学研究科において、教員は学問分野（専門性）に基

づく長期的な計画の下に採用されるので、配属先（プログラム担当分野）は必然的に決まる。

つまり、プログラムの教育体制に直結する当該学問分野全体の流れは、中長期的に目指す方

向性・方針のうえで、展開すべき学問分野、研究分野における教員配置と教育内容が確定す

る。 

大学院教育では、特に一貫教育が学部との継続性を考慮して連携する。 

 

理学科

数理情報科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

物理・宇宙ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

化学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

生物学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

地球科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

理学部

先進工学科

機械工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

電気電子工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

建築学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

海洋土木工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

化学工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

化学生命工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

情報･生体工学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

建築学科

工学部

卒業論文
(卒業設計)

卒業論文

工学部

D

総
合
理
工
学
専
攻

H28年度
改組済

進学奨励

就職等

就職等

B1 B2 B3 B4 M1 M2

学士･修士一貫教育
（前半）3年基礎力修得期間

学士･修士一貫教育
（後半）3年実践力修得期間

進学奨励

就
職･

進
学
等

修士科目先取り可

修士学位プログラム継続確認

B1 B2 B3 B4 M1 M2
継続確認

修士科目先取り可

●一般教育
(理学)

一貫教育(理学)コース

●一般教育（修士）
理学部卒業生､
工学部卒業生､
他学部､他大学､
留学生､社会人､
受け入れ

・数理情報科学PG
・物理･宇宙PG
・化学PG
･生物学PG
・地球科学PG

修士学位プログラム

・機械工学PG
・電気電子工学PG
・海洋土木工学PG
・化学工学PG
・化学生命工学PG
・情報・生体工学PG
・建築学PG

・知の探究科目
・知の探索科目群
・実践力養成科目群
・大学院横断科目群
・語学関連科目群

一貫教育(工学)コース
工
学
専
攻

理
学
専
攻

教育課程の選択

教育課程の選択

●一般教育
(工学)

学士一般教育 修士一般教育

理
学
部
初
年
次
教
育
等

工
学
部
初
年
次
教
育
等

専門分野の科目,
分野融合科目,
分野横断科目等
(PBL科目含)

専門分野の科目,
分野横断科目 等
(PBL科目含)
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［８］入学者選抜の概要 

 

（１） 概要 

  入学者選抜は下表（表５）のようにする。選抜区分は養成する人材像及び教育課程に基

づいて、学士・修士一貫教育学生を含む成績優秀学生を対象とした「推薦特別選抜」、英語

のみで修了できる英語コース入学者（10月入学）を対象とした「英語コース特別選抜」（建

築学プログラムと化学生命工学プログラムで実施）を新設する。また、他分野・他プログ

ラムからの学生の受入れを対象とした「学際分野特別選抜」は名称を「他分野入学志願者

特別選抜」に変更して全プログラムで実施する。一般選抜は、多様な人材を受け入れるた

めに、修学に必要な基礎学力（専門分野、英語）を持った学生を対象とした「一般選抜（筆

答試験）」（基礎学力重視型選抜）に加えて、コミュニケーション能力（専門知識や志望理

由などを口頭で説明する力）の高い学生を対象とした「一般選抜（口述試験）」（コミュニ

ケーション能力重視型選抜）を実施する。「外国人留学生特別選抜」は、一般学生と同様に

入学後は日本語で行う授業を含め履修する外国人留学生を対象としている。選抜実施時期

は、「推薦特別選抜」、「他分野入学志願者特別選抜」、及び「一般選抜（口述試験）」は７月

初旬、「一般選抜（筆答試験）」、「外国人留学生特別選抜」、及び「社会人特別選抜」は８月

下旬、「英語コース特別選抜」は５月を予定している。なお、学士･修士一貫教育と一般教

育の振り分けは、学生の希望と学業成績を基に学部３年進級前に行う。 

    

表５   入学者選抜の変更 

改組前  改組後 

選抜区分 実施専攻  選抜区分 実施プログラム 

一般選抜 
口述試験 ９専攻 ※１ 

 
一般選抜 

口述試験 全プログラム 

 筆答試験 全プログラム 

筆答試験 全専攻  推薦特別選抜 全プログラム 

学際分野特別選抜 ４専攻 ※２  他分野入学志願者特別選抜 全プログラム 

社会人特別選抜 全専攻  社会人特別選抜 全プログラム 

外国人留学生特別選抜 全専攻 
 外国人留学生特別選抜 全プログラム 

 英語コース特別選抜 ２プログラム※３ 

※１）地球環境科学専攻を除く全専攻 

※２）機械工学専攻、建築学専攻、化学生命・化学工学専攻、海洋土木工学専攻 

※３）建築学プログラムの建築設計分野、化学生命工学プログラムの応用化学・生命工学分野 

 

（２）入学者受入の方針（アドミッションポリシー：ＡＰ） 

入学者受入の方針（アドミッションポリシー：ＡＰ）は以下のとおりとする。 

①  求める人材像 

理工学研究科のＡＰ 

・理工学研究科の教育目標に共感し、それを実現できる基礎学力と意欲を持ち、科学的

で合理的な思考ができ、コミュニケーション能力のある人 
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・理工学分野の諸課題に強い関心を持ち、強い探求心を持って諸課題にチャレンジする 

努力を惜しまない人 

・理工学分野のさまざまな現象を解析するため、科学的かつ多面的な観察計画を立案 

し、それを論理的に解析する能力の研鑽を目指す人 

・専門知識を基礎に、多様な価値観や文化を大切にし、高い倫理観を持って地域並びに 

国際社会に貢献することを志す人 

理学専攻のＡＰ 

・理学専攻の教育目標に共感し、それを実現できる基礎学力と意欲を持ち、科学的で合

理的な思考ができ、コミュニケーション能力のある人 

・理学分野の諸課題に強い関心を持ち、強い探求心を持って諸課題にチャレンジする 

努力を惜しまない人 

・理学分野のさまざまな現象を解析するため、科学的かつ多面的な観察計画を立案し、

それを論理的に解析する能力の研鑽を目指す人 

・専門知識を基礎に、多様な価値観や文化を大切にし、高い倫理観を持って地域並びに

国際社会に貢献することを志す人 

工学専攻のＡＰ 

・工学専攻の教育目標に共感し、それを実現できる基礎学力と意欲を持ち、科学的で合

理的な思考ができ、コミュニケーション能力のある人 

・工学分野の諸課題に強い関心を持ち、強い探求心を持って諸課題にチャレンジする努

力を惜しまない人 

・工学分野のさまざまな現象を解析するため、科学的かつ多面的な観察計画を立案し、

それを論理的に解析する能力の研鑽を目指す人 

・専門知識を基礎に、多様な価値観や文化を大切にし、高い倫理観を持って地域並びに

国際社会に貢献することを志す人 

②  入学前に身につけておいて欲しいこと 

学士としての知識・能力、志望する専攻の専門的分野の知識・技術、及び外国語（英

語）の能力が必要となる。ただし、他分野入学志願者特別選抜を志願する場合は、学士

としての知識・能力、当該志願者の専門分野の知識・技術、及び外国語（英語）の能力

が必要となる。 

③  入学者選抜の基本方針 

「一般選抜（口述試験）」では、口頭試問を含む面接を課すとともに、出身学校の成

績及び志望理由書等も踏まえ、教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる、志望

する専攻の修士学位プログラムの専門分野に関する知識・能力、適性・意欲等を評価す

る。 

「一般選抜（筆答試験）」では、教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる、

専門科目（理学又は工学において、志望する専攻の修士学位プログラムの専門分野から
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出題）、外国語科目（英語）及び面接を課すとともに、出身学校の成績も踏まえ、志望

する専攻の修士学位プログラムの専門分野に関する知識・能力、外国語（英語）の読解

能力、適性・意欲等を評価する。 

「推薦特別選抜」では、口頭試問を含む面接を課すとともに、出身学校の成績及び志

望理由書等も踏まえ、教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる、志望する専攻

の修士学位プログラムの専門分野に関する知識・能力、適性・意欲等を評価する。 

「他分野入学志願者特別選抜」では、口頭試問を含む面接を課すとともに、出身学校

の成績及び志望理由書等も踏まえ、教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる能

力・適性・意欲等を評価する。 

「社会人特別選抜」では、口述試験を課すとともに、出身学校の成績及び業績（業務）

報告書等も踏まえ、教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる、志望する専攻の

修士学位プログラムの専門分野に関する知識・能力、適性・意欲等を評価する。 

「外国人留学生特別選抜」では、教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる、

専門科目（理学又は工学において、志望する専攻の修士学位プログラムの専門分野から

出題）、外国語科目（日本語又は英語）及び面接を課すとともに、出身学校の成績も踏

まえ、志望する専攻の修士学位プログラムの専門分野に関する知識・能力、外国語（日

本語又は英語）の読解能力、適性・意欲等を評価する。 

「英語コース特別選抜」では、教育目標に掲げる人材を育成する上で必要となる、外

国語科目（英語）、口頭試問を含む面接又は専門科目（志望する専攻の修士学位プログ

ラムの専門分野から出題）・面接を課すとともに、出身学校の成績等も踏まえ、英語の

能力、志望する専攻の修士学位プログラムの専門分野に関する知識・能力、適性・意欲

等を評価する。 

各専攻の選抜区分毎の募集人員は下表（表 6）のとおりとする。 

｢一般選抜（口述試験）｣、｢一般選抜（筆答試験）｣、及び「推薦特別選抜」の募集人

員は、それぞれ、各専攻の入学定員の約 20％、約 20％、約 50％に設定している。入学

者受入れ方針（アドミッションポリシー）に基づき、各プログラム及び各選抜区分の出

願書類、試験科目、配点、合否判定基準等を適切に設定し、入学者選抜を実施する。｢一

般選抜（口述試験）｣、｢一般選抜（筆答試験）｣、及び「推薦特別選抜」における各プロ

グラムの合格者は、プログラム標準定員（目安）に基づいた受入れ上限の目安を設定し

て決定する。受入れ上限の目安は各プログラムにおいて学修の質が保証できる人数とす

る。なお、「一般選抜（口述試験）」と｢推薦特別選抜｣及び｢他分野入学志願者特別選抜｣、

｢外国人留学生特別選抜｣、｢社会人特別選抜｣の合格者数が募集人員に満たない場合には、

その欠員は「一般選抜（筆答試験）」の募集人員に含めることとする。 
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表６             専攻の選抜区分ごとの募集人員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：英語コース特別選抜の若干人は、10月入学であるので理工学研究科の定員以内に収まる場合 

に募集する。 

 

 

［９］取得可能な資格等 

 

理学専攻では、中学校及び高等学校の理科・数学の専修免許状の課程認定を、工学専攻 

においては、高等学校の工業の専修免許状の課程認定を受け、別に定める要件を満たすこ

とにより、以下（表７）に示す専修免許状の取得を可能にする。 

表７          取得できる免許状 

専攻名等 認定を受ける免許状の種類 

 

理学専攻 

  

数理情報科学 PG 中学校教諭専修免許状（数学） 

高等学校教諭専修免許状（数学） 

物理・宇宙 PG、化学 PG、

生物学 PG、地球科学 PG 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

工学専攻 全 PG（建築学 PGを除く） 高等学校教諭専修免許状（工業） 
 

 

入学時に一級建築士受験資格を有する学生に対して、定められた科目の履修により、 

以下（表８）に示す実務経験年数の認定が行われる。 
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表８            取得できる資格 

専攻名等 資 格        要  件 

工学専攻 

建築学 PG 

実務経験 2 年間の認定 定められた科目を 30 単位以上取得した場合 

実務経験１年間の認定 定められた科目を 15 単位以上取得した場合 

 

 

［10］企業実習の具体的計画 

 

企業実習の科目は実践力養成科目群の研究インターンシップ Iと II及びインターンシッ

プである。それぞれの科目は実習期間と内容により区別される。原則、研究インターンシッ

プ Iは２ヶ月以上、研究インターンシップ IIは１ヶ月以上、インターシップは２週間以上

の実習期間が定められている。 

研究インターンシップ I, II の科目は一般社団法人 産学協働イノベーション人材育成協

議会(C-ENGINE)の会員である企業等 40社と本理工学研究科の依頼に応じた九州地区を中心

とした企業等への中・長期インターンシップである。鹿児島大学は C-ENGINEの会員であり、

中・長期研究インターンシップ・マッチング事業の委託契約が締結されており、過去におい

て中・長期研究インターンシップに学生を履修させた実績がある（別添 資料５）。今後、

この協議会の会員と事業を継続する。C-ENGINEの受け入れ可能人数は、平成 30年度登録テ

ーマ数 228より約 230名であった。ただし、企業とのマッチングにより鹿児島大学の希望学

生がすべて C-ENGINEを通して研究インターンシップに受け入れられるわけではないので、

鹿児島大学理工学研究科地域コトつくりセンターが直接お願いした鹿児島県を中心とした

九州地区の企業等 46 社合計 86名の受け入れ先を準備した（別添 資料６）。 

 

［11］「大学院設置基準」第 14条による教育方法の実施 

 

大学院設置基準第14 条に定める教育方法の特例を活用することで大学院での履修を希

望する社会人学生の就学の便宜を図るために、以下のような措置を実施する。 

①  修業年限 

博士前期課程の標準修業年限は２年とするが、社会人学生の負担等に配慮し、長期に

わたり計画的な履修を可能とする長期履修制度を導入している。長期履修期間は、標準

修業年限に１年又は２年を加算した期間とする。 

② 履修指導及び研究指導の方法 

社会人学生への履修指導及び研究指導については、研究指導教員が社会人学生と研究

計画の打合せを行い、計画的に履修及び研究ができるよう個別に指導する。社会人学生

の研究指導については、土日等の研究指導の実施も可能とする等の適当な方法により行

う。 
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➂ 授業の実施方法 

教育上必要と認められる場合は、授業科目を夜間開講（6時限目）、土曜開講（隔週

または月１回など）、春季・夏季・冬季休業日など特定の期間や休日の集中講義での

開講を実施し、主体的な履修を可能としている。 

④ 教員の負担程度 

講義形式の授業科目等はあらかじめ開講予定時間が学生に提示され、計画的な受講を

可能とする。修士論文特別研究等のゼミナール形式の授業科目は、開講予定時間の代わ

りに受講効果が上がるよう一般学生と一緒に実施する等、受講学生の負担がないように

柔軟に設定される。結果、受講生と密に連絡を取りながら受講計画が立てられるので、

教員負担は大きくはない。 

⑤ 図書館・情報処理施設等の利用方法など 

本学の図書館は、平日は21 時まで、土日は10 時から18 時まで開館しており、社会

人学生も十分利用可能な体制を整えている。また、図書館内に学術情報基盤センターの

パソコン端末を備えており、社会人学生の利用が可能となっている。学術情報基盤セン

ターでは、平日は22 時まで、土日は13 時から18 時まで開館しており、図書館同様に

十分利用可能な体制を取っている。さらに、指導教員との協議の上、指導教員が管理す

る学生研究室・実験室を設定された時間内で利用することができる。 

⑥ 入学者選抜の概要 

社会人特別選抜を実施している。実施内容は口頭試問による。 

⑦ 受入分野（プログラム） 

理工学研究科では、全ての分野（プログラム）で社会人学生を受入れ、多くの潜在 

需要に対応できるようにしている。 

⑧ 教員組織の整備状況 

理工学研究科では、一般学生のプログラムに対応させて、全ての分野（プログラム） 

で社会人学生を受入れる準備が整っている。 

 

 

［12］管理運営 

 

これまで教育組織としての理学部、工学部、研究組織としての理工学研究科には、教授会、

代議員会、運営会議、学系会議、各種委員会を置き、効率的な管理運営体制を構築してきた。

改組後も、これに準拠した管理運営体制を踏襲する。また、運営委員会と教授会の審議に基

づき、必要に応じた委員会の新設・廃止が柔軟にできるようにして、管理運営体制を強化し

ている。別添 資料６に基礎的な組織図を掲載する。 
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［13］自己点検・評価 

 

本学は、教育の理念及び人材育成の目的に沿った中期目標の達成に向け、中期計画及び

年度計画の遂行に努める形で教育研究の水準向上に取り組んでいる。その状況については、

学則に定めるとおり、自己点検・評価委員会を設置し、自ら点検及び評価を行い、その結

果を公表している。改組後も、これに準拠した自己点検・評価体制を踏襲する。 

 

 

［14］情報の公表 

 

  本学では、「教育研究の成果の普及及び活用の促進に資するため、その教育研究活動の

状況を公表する」と定める学校教育法第113 条の趣旨に従い、シラバス、研究成果、入試情

報、地域連携情報、就職、組織運営情報、事業計画（中期計画・年度計画）、業務評価結果

などの各種情報を本学のホームページにおいて公開する他、大学広報誌の刊行、シンポジウ

ムや公開講座の開催など多種多様な手段を活用し、積極的に社会への情報発信に取り組んで

いる。 

特に理工学研究科では、平成30年度にホームページを改修し、教育・研究内容のタイミ

ングの良い情報発信を心掛けている。さらに、専攻や研究領域・分野毎のホームページも

独自に開設して、同様に情報発信を実施している。これらの情報公開は、改組後もこれら

に準拠した情報の公表を踏襲する。 

 

 

［15］教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 

 

  本学では、教育研究活動等の適切かつ効果的な運営を図るため、教員及び職員を対象と

して必要な知識及び技能を修得させ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修を計

画的に実施する。具体的には各プログラムから代表者を委員とする理工学研究科ファカルテ

ィ・ディベッロップメント委員会（FD委員会）を構成し、以下の内容を実施する。 

１．理工学研究科の活動報告作成と年度活動計画作成及び公開 

２．科目毎の授業アンケートの実施と科目毎の授業改善書の作成 

３．FD 講演会の実施（年１回以上外部講師を招いて実施） 

 

 

 

 

 



- 40 - 
 

［16］社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 

 鹿児島大学就職支援センターは年間事業計画を立て次の就職支援を実施する。 

〇就活ガイダンス（M1対象） 

第１回 就活スタートアップ５月、第２回 公務員希望者向ガイダンス 10月、第３回 業

界･企業研究 11 月、第４回 エントリーシート対策 12 月、第５回 面接対策･就活スト

レス対処法 1月、第６回 合説攻略法･グループディスカッション対策２月 

〇就職支援講座（M1 対象） 

Ⅰ.就活マナー実践８月、Ⅱ.就活まとめ講座２月、Ⅲ.模擬面接･グループディスカシ

ョン 

〇就活応援講座（M2 対象） 

Ⅰ.公務員･教員受験者向け集団討論対策６月、Ⅱ.就活見直し講座７月、個別就職相談

11月 

〇内定者との懇談会（M2対象）10月 

〇企業セミナー等 

・学内における個別企業説明会 ３～４月随時 

・鹿大生のためのインターシップ合同企業説明会６月 

・県内企業による学内合同企業説明会７月（ブース形式） 

・業界･職種研究セミナー10～２月随時 

・卒業生による就職支援セミナー10･２月 

・学内業界研究フェア２月二日間（ブース形式） 

・学内個別企業セミナー･フェア３月三日間（講義形式） 

〇公務員･教員関係 

・公務員採用試験説明会４月 

・県外公立学校教員採用試験説明会５月 

・鹿児島県公立学校教員採用試験説明会５月 

・公務員採用試験対策講座５～４月 

 

・教員採用試験対策講座 12～６月 

〇就職情報 

・学生向け就職冊子「就職支援ガイドブック」発行・配布６月 

・企業向け就職関係冊子「求人のための大学紹介」発行・配布２月 

・就職支援センターリーフレット発行３月 

・学生向け就職情報「就職支援センターから」発行 毎月１回 

〇就職個別相談 随時 

その他、理工学研究科では各プログラム別あるいは各分野別に 12月以降、企業勉強会

や企業説明会等が複数回企画され、実施する。 
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理学専攻 数理情報科学プログラム                  資料１－１ 

履修科目と育成する人材、及びディプロマポリシーの対応関係（関与の程度） 
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理学専攻 物理・宇宙プログラム                   資料１－２ 

履修科目と育成する人材、及びディプロマポリシーの対応関係（関与の程度） 
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科
目

　
★

2
◎

○
△

○
○

△
◎

△
▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
海

外
研

修
　

★
4

◎
○

△
△

○
△

○
○

◎

理
工

系
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱ
ｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯ
ｸ
･
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

理
学

系
修

士
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
ズ

(理
)

2
◎

○
○

△
○

△
△

○
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（
修

士
）

1
●

1
1

1
単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

実
践

的
S
T
E
M

教
育

特
論

1
◎

1
1

○
○

○
○

○
○

▽
◎

理
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
特

論
1

●
1

1
1
単

位
○

△
△

△
△

◎
○

▽

物
理

・
宇

宙
特

別
講

義
Ⅰ

2
●

○
○

○
○

○
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

物
理

・
宇

宙
特

別
講

義
Ⅱ

2
●

○
○

○
○

○
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

論
文

講
読

4
●

1
4

4
単

位
○

○
△

△
△

△
○

○
○

A
d
v
a
n
c
e
d
 M

a
g
n
e
to

-
S
c
ie

n
c
e
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

固
体

物
理

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

低
温

物
理

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

量
子

物
理

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

表
面

物
理

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

統
計

力
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

カ
オ

ス
と

フ
ラ

ク
タ

ル
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

超
伝

導
物

理
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

磁
性

物
理

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

銀
河

電
波

天
文

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

A
d
v
a
n
c
e
d
 S

tu
d
y
 o

f 
S
ta

r 
a
n
d
 P

la
n
e
t 

F
o
rm

a
ti
o
n
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

現
代

天
文

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

星
間

物
理

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

A
d
v
a
n
c
e
d
 S

tu
d
ie

s
 o

f 
o
b
s
e
rv

a
ti
o
n
a
l 
a
s
tr

o
n
o
m

y
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

赤
外

線
天

文
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

電
波

干
渉

計
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

宇
宙

生
命

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

宇
宙

環
境

科
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

宇
宙

環
境

計
測

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

宇
宙

計
量

科
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

宇
宙

物
理

学
Ⅰ

 ★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

宇
宙

プ
ラ

ズ
マ

物
理

学
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

天
文

学
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

銀
河

進
化

学
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

3
0
単

位
以

上
　

○
：
主

に
関

与
　

△
：
あ

る
程

度
関

与
　

◎
：
強

く
関

与
　

　
○

：
関

与
　

　
△

：
あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：
若

干
関

与

●
：
必

修
科

目
　

◎
：
選

択
必

修
科

目
　

★
：
学

士
・
修

士
一

貫
教

育
の

B
4
学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（
指

導
教

員
の

助
言

の
下

、
8
単

位
ま

で
受

講
可

）

注
）
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3
科

目
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
う

ち
1
科

目
の

み
の

単
位

を
修

了
単

位
に

算
入

す
る

。

人
材

3
人

材
4

理
学

専
攻

　
物

理
・
宇

宙
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

理
学

専
攻

共
通

科
目

実
践

力
養

成

科
目

群

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3
8

2
単

位
以

上

科 目 数

単 位 数
人

材
1

人
材

2

8
単

位

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

講
科

目
か

ら
8
単

位
以

上

科 目 群

実 践 力 養 成

7
1
3

2
単

位
以

上

合
　

計

物 理 ・ 宇 宙 プ ロ グ ラ ム 科 目

知
の

探
究

科
目

群
4

8 1
8

1
5

3
0

物 理 分 野 科 目 宇 宙 分 野 科 目

9

知 の 探 索 科 目 群
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理学専攻 化学プログラム                      資料１－３ 

履修科目と育成する人材、及びディプロマポリシーの対応関係（関与の程度） 

 

  

1
2

3
4

5

多
面

的
・俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・分
析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1単
位

○
△

○
○

△
◎

▽

医
療

・社
会

・経
済

・農
水

系
科

目
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱ
ｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯ
ｸ
･ｲ

ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

理
学

系
修

士
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
ズ

(理
)

2
◎

○
○

△
○

△
△

○
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（修
士

）
1

●
1

1
1単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

実
践

的
S
T
E
M

教
育

特
論

1
◎

1
1

○
○

○
○

○
○

▽
◎

理
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
特

論
1

●
1

1
1単

位
○

△
△

△
△

◎
○

▽

化
学

特
別

講
義

Ⅰ
2

●
○

○
○

○
○

○
○

○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

化
学

特
別

講
義

Ⅱ
2

●
○

○
○

○
○

○
○

○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

論
文

講
読

4
●

1
4

4単
位

○
○

△
△

△
△

○
○

○

環
境

化
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

溶
液

化
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

微
量

分
析

化
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

A
dv

an
ce

d 
C

ol
lo

id
 C

he
m

is
tr

y★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

生
理

活
性

化
合

物
合

成
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

有
機

反
応

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

タ
ン

パ
ク

質
化

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

生
体

機
能

制
御

化
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

天
然

物
構

造
機

能
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

30
単

位
以

上
　

○
：
主

に
関

与
　

△
：
あ

る
程

度
関

与
　

◎
：
強

く
関

与
　

　
○

：
関

与
　

　
△

：
あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：
若

干
関

与

●
：必

修
科

目
　

◎
：選

択
必

修
科

目
　

★
：学

士
・修

士
一

貫
教

育
の

B
4学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（指
導

教
員

の
助

言
の

下
、

8単
位

ま
で

受
講

可
）

注
）研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3科
目

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

う
ち

1科
目

の
み

の
単

位
を

修
了

単
位

に
算

入
す

る
。

理
学

専
攻

　
化

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

人
材

1
人

材
2

人
材

3
人

材
4

科 目 群

実 践 力 養 成

7
13

2単
位

以
上

科 目 群

関 連
語 学

3
8

2単
位

以
上

科 目 数

単 位 数

理
学

専
攻

共
通

科
目

実
践

力
養

成
科

目
群

8単
位

無 機 分 析 ・ 物 理

化 学 分 野 科 目

4
8

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

講
科

目
か

ら
8単

位
以

上

有 機 ・ 生 化 学 分 野

科 目

5
108

合
　

計

知
の

探
究

科
目

群

知 の 探 索 科 目 群

化 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

4
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履修科目と育成する人材、及びディプロマポリシーの対応関係（関与の程度） 

 

  

 

1
2

3
4

5

多
面

的
・俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・分
析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1単
位

○
△

○
○

△
◎

▽

医
療

・社
会

・経
済

・農
水

系
科

目
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹ

ｰ
ｼｮ

ﾝ海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸﾞ

ﾛｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯｸ

･ｲ
ﾝｸ

ﾞﾘ
ｯｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

理
学

系
修

士
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
ズ

(理
)

2
◎

○
○

△
○

△
△

○
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（修
士

）
1

●
1

1
1単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

実
践

的
ST

EM
教

育
特

論
1

◎
1

1
○

○
○

○
○

○
▽

◎

理
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
特

論
1

●
1

1
1単

位
○

△
△

△
△

◎
○

▽

生
物

学
特

別
講

義
Ⅰ

2
●

○
○

○
○

○
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

生
物

学
特

別
講

義
Ⅱ

2
●

○
○

○
○

○
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

論
文

講
読

4
●

1
4

4単
位

○
○

△
△

△
△

○
○

○

生
命

情
報

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

細
胞

分
子

機
能

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

発
生

生
理

化
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

ゲ
ノ

ム
情

報
学

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

A
dv

an
ce

d 
N

eu
ro

et
ho

lo
gy

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

A
dv

an
ce

d 
P

hy
lo

ge
ne

tic
 B

ot
an

y★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

行
動

進
化

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

30
単

位
以

上
　

○
：主

に
関

与
　

△
：あ

る
程

度
関

与
　

◎
：強

く関
与

　
　

○
：関

与
　

　
△

：あ
る

程
度

関
与

　
　

▽
：若

干
関

与

●
：必

修
科

目
　

◎
：選

択
必

修
科

目
　

★
：学

士
・修

士
一

貫
教

育
の

B
4学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（指
導

教
員

の
助

言
の

下
、

8単
位

ま
で

受
講

可
）

注
）研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3科
目

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

う
ち

1科
目

の
み

の
単

位
を

修
了

単
位

に
算

入
す

る
。

7
14

生 物 科 学 分 野 科 目

知
の

探
究

科
目

群

知 の 探 索 科 目 群

人
材

3

理
学

専
攻

共
通

科
目

実
践

力
養

成

科
目

群

7
13

2単
位

以
上

理
学

専
攻

　
生

物
学

プ
ロ

グ
ラ

ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

Pに
対

す
る

関
与

の
程

度

科 目 数

単 位 数 8
2単

位
以

上

科 目 群

実 践 力 養 成

人
材

1

合
　

計

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

講
科

目
か

ら
8単

位
以

上

人
材

5

生 物 学 プ ロ グ ラ ム 科 目研 究 科 共 通 科 目

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3

人
材

4

4
8

8単
位

人
材

2
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1
2

3
4

5

多
面

的
・俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・分
析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1単
位

○
△

○
○

△
◎

▽

医
療

・社
会

・経
済

・農
水

系
科

目
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

◎
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸﾞ

ﾛｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯｸ

･ｲ
ﾝｸ

ﾞﾘ
ｯｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

理
学

系
修

士
の

た
め

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
ズ

(理
)

2
◎

○
○

△
○

△
△

○
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（修
士

）
1

●
1

1
1単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

実
践

的
S
T
E
M

教
育

特
論

1
◎

1
1

○
○

○
○

○
○

▽
◎

理
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
特

論
1

●
1

1
1単

位
○

△
△

△
△

◎
○

▽

地
球

科
学

特
別

講
義

Ⅰ
2

●
○

○
○

○
○

○
○

○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

地
球

科
学

特
別

講
義

Ⅱ
2

●
○

○
○

○
○

○
○

○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
2

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

論
文

講
読

4
●

1
4

4単
位

○
○

△
△

△
△

○
○

○

環
境

鉱
物

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

災
害

地
質

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

地
球

テ
ク

ト
ニ

ク
ス

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

地
殻

構
造

特
論

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

測
地

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

E
ar

th
qu

ak
e 

S
ou

rc
e 

P
ro

ce
ss

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

観
測

火
山

学
特

論
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

30
単

位
以

上
　

○
：主

に
関

与
　

△
：あ

る
程

度
関

与
　

◎
：強

く
関

与
　

　
○

：関
与

　
　

△
：あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：若
干

関
与

●
：必

修
科

目
　

◎
：選

択
必

修
科

目
　

★
：学

士
・修

士
一

貫
教

育
の

B
4学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（指
導

教
員

の
助

言
の

下
、

8単
位

ま
で

受
講

可
）

注
）研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3科
目

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

う
ち

1科
目

の
み

の
単

位
を

修
了

単
位

に
算

入
す

る
。

人
材

3
人

材
4

理
学

専
攻

　
地

球
科

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

理
学

専
攻

共
通

科
目

実
践

力
養

成

科
目

群

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3
8

2単
位

以
上

科 目 数

単 位 数
人

材
1

人
材

2

8単
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

講
科

目
か

ら
8単

位
以

上

科 目 群

実 践 力 養 成

7
13

2単
位

以
上

合
　

計

7
14

地 球 科 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

知
の

探
究

科
目

群
4

8

知 の 探 索 科 目 群

地 球 科 学 分 野 科 目
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1
2

3
4

5

多
面

的
・
俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・
分

析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1
単

位
○

△
○

○
△

◎
▽

医
療

・
社

会
・
経

済
・
農

水
系

科
目

　
★

2
○

○
△

○
○

△
◎

△
▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱ
ｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯ
ｸ
･ｲ

ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

英
語

論
文

講
読

(工
)

2
◎

○
△

△
○

△
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（
修

士
）

1
●

1
1

1
単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

応
用

数
学

特
論

Ⅰ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

応
用

数
学

特
論

Ⅱ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
論

2
●

1
2

2
単

位
○

○
△

△
△

○
◎

▽

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

機
械

工
学

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
1

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

○

機
械

工
学

特
論

1
●

○
△

△
△

△
△

◎
▽

固
体

力
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

材
料

物
性

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

機
械

材
料

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

計
算

力
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

材
料

工
学

特
論

　
★

3
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

結
晶

強
度

物
性

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

流
体

機
械

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

熱
機

関
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

数
値

熱
流

体
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

伝
熱

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

流
体

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

計
測

制
御

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

機
械

力
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

シ
ス

テ
ム

制
御

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

ト
ラ

イ
ボ

ロ
ジ

ー
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

機
械

制
御

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

In
tr

o
du

c
ti
o
n
 t

o
 A

dv
an

c
e
d 

M
e
c
h
an

ic
al

 S
ys

te
m

 E
n
gi

n
e
e
ri
n
g★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
△

3
0
単

位
以

上
　

○
：
主

に
関

与
　

△
：
あ

る
程

度
関

与
　

◎
：
強

く
関

与
　

　
○

：
関

与
　

　
△

：
あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：
若

干
関

与

●
：
必

修
科

目
　

◎
：
選

択
必

修
科

目
　

○
：
選

択
科

目
　

★
：
学

士
・
修

士
一

貫
教

育
の

B
4
学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（
指

導
教

員
の

助
言

の
下

、
8
単

位
ま

で
受

講
可

）

注
）
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3
科

目
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
う

ち
1
科

目
の

み
の

単
位

を
修

了
単

位
に

算
入

す
る

。

人
材

2
人

材
3

科 目

攻 共 通

工 学 専

科 目 群

養 成

実 践 力

27
1
3

2
単

位
以

上

工
学

専
攻

　
機

械
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

科 目 数

単 位 数 8
2
単

位
以

上

科 目 群

実 践 力 養 成

人
材

1
人

材
5

4

機 械 工 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

知 の 探 索 科 目 群

必
修

2
2 1
4

研 究 科 共 通 科 目

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3

人
材

4

知
の

探
究

科
目

群
2

8
8
単

位

合
　

計

2
単

位

分 野 科 目

生 産 工 学

6
1
2

一
つ

の
選

択
分

野
か

ら
6
単

位
以

上
、

か
つ

合
計

1
0
単

位
以

上

工 学 分 野 科 目

エ ネ ル ギ ー

5
1
0

分 野 科 目

機 械 シ ス テ ム 工 学

7
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工学専攻 電気電子工学プログラム                  資料１－７ 
履修科目と育成する人材、及びディプロマポリシーの対応関係（関与の程度） 

 

1
2

3
4

5

多
面

的
・
俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・
分

析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1
単

位
○

△
○

○
△

◎
▽

医
療

・
社

会
・
経

済
・
農

水
系

科
目

　
★

2
○

○
△

○
○

△
◎

△
▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱ
ｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯ
ｸ
･
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

英
語

論
文

講
読

(工
)

2
◎

○
△

△
○

△
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（
修

士
）

1
●

1
1

1
単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

応
用

数
学

特
論

Ⅰ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

応
用

数
学

特
論

Ⅱ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
論

2
●

1
2

2
単

位
○

○
△

△
△

○
◎

▽

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

電
気

電
子

工
学

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
1

●
○

○
○

○
○

△
○

○
△

電
気

電
子

工
学

特
論

1
●

○
△

△
△

△
△

◎
▽

機
器

分
析

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

固
体

物
性

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

強
相

関
電

子
デ

バ
イ

ス
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

結
晶

成
長

工
学

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

先
端

電
子

技
術

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

薄
膜

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

材
料

電
気

化
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

デ
ィ

ジ
タ

ル
制

御
シ

ス
テ

ム
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

パ
ワ

ー
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

動
的

シ
ス

テ
ム

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

超
伝

導
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

電
磁

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

デ
ィ

ジ
タ

ル
通

信
シ

ス
テ

ム
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

P
h
o
to

n
ic

 c
o
m

m
u
n
ic

a
ti
o
n
 t

e
c
h
n
o
lo

gy
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

並
列

処
理

シ
ス

テ
ム

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

通
信

用
Ｌ

Ｓ
Ｉ工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

マ
イ

ク
ロ

波
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

3
0
単

位
以

上
　

○
：
主

に
関

与
　

△
：
あ

る
程

度
関

与
　

◎
：
強

く
関

与
　

　
○

：
関

与
　

　
△

：
あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：
若

干
関

与

●
：
必

修
科

目
　

◎
：
選

択
必

修
科

目
　

○
：
選

択
科

目
　

★
：
学

士
・
修

士
一

貫
教

育
の

B
4
学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（
指

導
教

員
の

助
言

の
下

、
8
単

位
ま

で
受

講
可

）

注
）
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3
科

目
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ら

の
う

ち
1
科

目
の

み
の

単
位

を
修

了
単

位
に

算
入

す
る

。

合
　

計

2
単

位

工 学 分 野 科 目

電 子 デ バ イ ス

7
1
4

一
つ

の
選

択
分

野
か

ら
6
単

位
以

上
、

か
つ

合
計

1
0
単

位
以

上

工 学 分 野 科 目

電 気 エ ネ ル ギ ー

6
1
2

工 学 分 野 科 目

通 信 シ ス テ ム

5

電 気 電 子 工 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

知 の 探 索 科 目 群

必
修

2
2 1
0

科 目 群

実 践 力 養 成

7
1
3

人
材

4

2
単

位
以

上

人
材

1
人

材
2

人
材

3

任
意

2
単

位
以

上

科 目

攻 共 通

工 学 専

科 目 群

養 成

実 践 力

2
4

科 目 数

単 位 数

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6

科 目 群

関 連
語 学

3
8

工
学

専
攻

　
電

気
電

子
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

知
の

探
究

科
目

群
2

8
8
単

位

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目
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工学専攻 海洋土木工学プログラム                  資料１－８ 
履修科目と育成する人材、及びディプロマポリシーの対応関係（関与の程度） 

 

1
2

3
4

5

多
面

的
・俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・分
析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1単
位

○
△

○
○

△
◎

▽

医
療

・社
会

・経
済

・農
水

系
科

目
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱ
ｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯ
ｸ
･ｲ

ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

英
語

論
文

講
読

(工
)

2
◎

○
△

△
○

△
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（修
士

）
1

●
1

1
1単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

応
用

数
学

特
論

Ⅰ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

応
用

数
学

特
論

Ⅱ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
論

2
●

1
2

2単
位

○
○

△
△

△
○

◎
▽

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

海
洋

土
木

工
学

特
論

2
●

1
2

2単
位

○
△

○
○

△
○

○
◎

○
○

海
洋

物
理

環
境

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
△

◎
▽

海
岸

防
災

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

△
◎

▽

環
境

水
理

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
△

◎
▽

土
砂

水
理

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
△

◎
▽

地
盤

環
境

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

△
◎

▽

土
質

力
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

△
◎

▽

地
盤

工
学

解
析

法
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
△

◎
▽

構
造

力
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

△
◎

▽

A
dv

an
ce

d 
C

on
cr

et
e 

T
ec

hn
ol

og
y　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
△

◎
▽

維
持

管
理

工
学

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

△
◎

▽

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

△
◎

▽

30
単

位
以

上
　

○
：
主

に
関

与
　

△
：
あ

る
程

度
関

与
　

◎
：
強

く
関

与
　

　
○

：
関

与
　

　
△

：
あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：
若

干
関

与

●
：必

修
科

目
　

◎
：選

択
必

修
科

目
　

○
：選

択
科

目
　

★
：学

士
・修

士
一

貫
教

育
の

B
4学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（指
導

教
員

の
助

言
の

下
、

8単
位

ま
で

受
講

可
）

注
）研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3科
目

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

う
ち

1科
目

の
み

の
単

位
を

修
了

単
位

に
算

入
す

る
。

10
単

位
以

上

土 木 工 学 ・ 海 洋 学 分 野 科 目

11
22

海 洋 土 木 工 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

知 の 探 索 科 目 群

8単
位

知
の

探
究

科
目

群

科 目

攻 共 通

工 学 専

科 目 群

養 成

実 践 力

2
4

合
　

計

人
材

4

科 目 群

実 践 力 養 成

7
13

2単
位

以
上

科 目 数

単 位 数
人

材
1

人
材

2
人

材
3

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目

8
2単

位
以

上

工
学

専
攻

　
海

洋
土

木
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

2
8
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1
2

3
4

5

多
面

的
・俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・分
析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1単
位

○
△

○
○

△
◎

▽

医
療

・社
会

・経
済

・農
水

系
科

目
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹ

ｰ
ｼｮ

ﾝ海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸﾞ

ﾛｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯｸ

･ｲ
ﾝｸ

ﾞﾘ
ｯｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

英
語

論
文

講
読

(工
)

2
◎

○
△

△
○

△
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（修
士

）
1

●
1

1
1単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

応
用

数
学

特
論

Ⅰ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

応
用

数
学

特
論

Ⅱ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
論

2
●

1
2

2単
位

○
○

△
△

△
○

◎
▽

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

化
学

工
学

特
別

講
義

2
●

1
2

2単
位

○
○

○
○

○
○

○
◎

○
○

分
離

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

微
粒

子
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

機
能

性
材

料
工

学
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

セ
ラ

ミ
ッ

ク
ス

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

生
物

化
学

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

固
体

酸
化

物
形

燃
料

電
池

の
材

料
科

学
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

30
単

位
以

上
　

○
：主

に
関

与
　

△
：あ

る
程

度
関

与
　

◎
：強

く
関

与
　

　
○

：関
与

　
　

△
：あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：若
干

関
与

●
：必

修
科

目
　

◎
：選

択
必

修
科

目
　

○
：選

択
科

目
　

★
：学

士
・修

士
一

貫
教

育
の

B
4学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（指
導

教
員

の
助

言
の

下
、

8単
位

ま
で

受
講

可
）

注
）研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3科
目

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

う
ち

1科
目

の
み

の
単

位
を

修
了

単
位

に
算

入
す

る
。

合
　

計

化 学 工 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

知 の 探 索 科 目 群

化 学 工 学 分 野 科 目

6

科 目

攻 共 通

工 学 専

科 目 群

養 成

実 践 力

2
4

8単
位

以
上

128
8単

位

人
材

4

科 目 群

実 践 力 養 成

7
13

2単
位

以
上

科 目 数

単 位 数
人

材
1

人
材

2
人

材
3

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目

8
2単

位
以

上

工
学

専
攻

　
化

学
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

知
の

探
究

科
目

群
2



- 50 - 
 

工学専攻 化学生命工学プログラム                  資料１－10 
履修科目と育成する人材、及びディプロマポリシーの対応関係（関与の程度） 

 

 

1
2

3
4

5

多
面

的
・俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・分
析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1単
位

○
△

○
○

△
◎

▽

医
療

・社
会

・経
済

・農
水

系
科

目
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱ
ｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯ
ｸ
･ｲ

ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

英
語

論
文

講
読

(工
)

2
◎

○
△

△
○

△
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（修
士

）
1

●
1

1
1単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

応
用

数
学

特
論

Ⅰ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

応
用

数
学

特
論

Ⅱ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
論

2
●

1
2

2単
位

○
○

△
△

△
○

◎
▽

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

A
dv

an
ce

d 
L
ec

tu
re

s 
on

 A
pp

lie
d 

C
he

m
is

tr
y

2
●

1
2

2単
位

○
△

○
△

○
△

◎
○

○

高
分

子
材

料
精

密
合

成
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
◎

▽

人
工

知
能

計
算

化
学

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
◎

▽

生
体

環
境

リ
ス

ク
基

礎
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
◎

▽

分
光

分
析

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

◎
▽

理
論

分
子

科
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
◎

▽

生
体

高
分

子
化

学
　

★
2

◎
○

△
△

△
◎

▽

有
機

無
機

複
合

材
料

化
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

◎
▽

環
境

分
析

化
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

◎
▽

生
体

材
料

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

◎
▽

生
体

分
子

親
和

機
構

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
◎

▽

生
物

有
機

材
料

化
学

　
★

2
◎

○
△

△
△

◎
▽

30
単

位
以

上
　

○
：
主

に
関

与
　

△
：
あ

る
程

度
関

与
　

◎
：
強

く
関

与
　

　
○

：
関

与
　

　
△

：
あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：
若

干
関

与

●
：必

修
科

目
　

◎
：選

択
必

修
科

目
　

○
：選

択
科

目
　

★
：学

士
・修

士
一

貫
教

育
の

B
4学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（指
導

教
員

の
助

言
の

下
、

8単
位

ま
で

受
講

可
）

注
）研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3科
目

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

う
ち

1科
目

の
み

の
単

位
を

修
了

単
位

に
算

入
す

る
。

合
　

計

化 学 生 命 工 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

知 の 探 索 科 目 群

化 学 生 命 工 学 分 野 科 目

11

知
の

探
究

科
目

群

科 目

攻 共 通

工 学 専

科 目 群

養 成

実 践 力

2
4

8単
位

以
上

22

8単
位

人
材

4

科 目 群

実 践 力 養 成

7
13

2単
位

以
上

科 目 数

単 位 数
人

材
1

人
材

2
人

材
3

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目

8
2単

位
以

上

工
学

専
攻

　
化

学
生

命
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

2
8
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1
2

3
4

5

多
面

的
・俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・分
析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1単
位

○
△

○
○

△
◎

▽

医
療

・社
会

・経
済

・農
水

系
科

目
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺﾐ

ｭﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸﾞ

ﾛｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯｸ

･ｲ
ﾝｸ

ﾞﾘ
ｯｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

英
語

論
文

講
読

(工
)

2
◎

○
△

△
○

△
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（修
士

）
1

●
1

1
1単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

応
用

数
学

特
論

Ⅰ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

応
用

数
学

特
論

Ⅱ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
論

2
●

1
2

2単
位

○
○

△
△

△
○

◎
▽

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
4

●
○

○
○

○
○

▽
○

○
○

必
修

情
報

・生
体

工
学

特
論

2
●

1
2

2単
位

○
△

△
△

△
△

◎
▽

計
測

シ
ス

テ
ム

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

計
算

科
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

生
体

情
報

シ
ス

テ
ム

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

人
工

知
能

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

複
雑

系
生

体
情

報
シ

ス
テ

ム
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
◎

▽

聴
覚

情
報

処
理

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

生
体

運
動

制
御

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

機
械

学
習

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
△

◎
▽

知
能

ロ
ボ

ッ
ト

工
学

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
▽

◎
△

30
単

位
以

上
　

○
：主

に
関

与
　

△
：あ

る
程

度
関

与
　

◎
：強

く
関

与
　

　
○

：関
与

　
　

△
：あ

る
程

度
関

与
　

　
▽

：若
干

関
与

●
：必

修
科

目
　

◎
：選

択
必

修
科

目
　

○
：選

択
科

目
　

★
：学

士
・修

士
一

貫
教

育
の

B
4学

生
の

受
講

可
能

な
大

学
院

科
目

（指
導

教
員

の
助

言
の

下
、

8単
位

ま
で

受
講

可
）

注
）研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅰ

、
研

究
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
Ⅱ

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

3科
目

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

う
ち

1科
目

の
み

の
単

位
を

修
了

単
位

に
算

入
す

る
。

10
単

位
以

上

情 報 ･ 生 体 工 学 プ ロ グ ラ ム 科 目

知 の 探 索 科 目 群

8単
位

科 目

攻 共 通

工 学 専

科 目 群

養 成

実 践 力

2
4

合
　

計

8

情 報 ・ 生 体 工 学 分 野 科 目

11
22

人
材

4

科 目 群

実 践 力 養 成

7
13

2単
位

以
上

科 目 数

単 位 数
人

材
1

人
材

2
人

材
3

科 目 群

横 断

大 学 院
3

6
任

意

科 目 群

関 連
語 学

3

人
材

5

研 究 科 共 通 科 目

8
2単

位
以

上

工
学

専
攻

　
情

報
･生

体
工

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

科
目

区
分

授
業

科
目

名
単 位

必 修 ／ 選 択

開
講

単 位 数

最 低 取 得

理
工

学
研

究
科

で
育

て
る

人
材

と
科

目
の

関
係

理
工

学
研

究
科

の
D

P
に

対
す

る
関

与
の

程
度

知
の

探
究

科

目
群

2
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1
2

3
4

5

多
面

的
・
俯

瞰
的

思
考

力

倫
理

的
判

断
力

情
報

収
集

・
分

析

力 課
題

発
見

力

専
門

学
修

力
創

造
的

発
想

力

課
題

解
決

力

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

研
究

倫
理

1
●

1
1

1
単

位
○

△
○

○
△

◎
▽

医
療

・
社

会
・
経

済
・
農

水
系

科
目

　
★

2
○

○
△

○
○

△
◎

△
▽

知
的

財
産

戦
略

構
築

実
務

論
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

技
術

経
営

と
社

会
連

携
　

★
2

○
○

△
○

○
△

◎
△

▽

理
工

系
国

際
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

海
外

研
修

　
★

4
◎

○
△

△
○

△
○

○
◎

理
工

系
ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾊ

ﾞﾙ
人

材
育

成
の

為
の

ｱ
ｶ
ﾃ

ﾞﾐ
ｯ
ｸ
･
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾞﾘ

ｯ
ｼ

ｭ
2

◎
○

△
△

○
△

◎

英
語

論
文

講
読

(工
)

2
◎

○
△

△
○

△
◎

先
端

科
学

特
別

講
義

（
修

士
）

1
●

1
1

1
単

位
○

○
○

○
○

○
○

○

国
内

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

国
際

学
会

特
別

研
修

1
◎

○
○

○
○

○
◎

教
育

研
究

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

2
◎

○
○

○
○

○
◎

○

異
分

野
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
2

◎
○

○
○

○
○

△
○

○
△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅰ
注

）
4

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

研
究

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

Ⅱ
注

）
2

◎
○

○
○

○
○

○
◎

△

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

 注
）

1
◎

○
○

○
○

○
○

○
△

応
用

数
学

特
論

Ⅰ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

応
用

数
学

特
論

Ⅱ
2

◎
○

△
△

△
△

◎
▽

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

特
論

2
●

1
2

2
単

位
○

○
△

△
△

○
◎

▽

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅰ
又

は
修

士
設

計
特

別
研

究
Ⅰ

4
●

○
○

○
○

○
▽

○
○

○

修
士

論
文

特
別

研
究

Ⅱ
又

は
修

士
設

計
特

別
研

究
Ⅱ

4
●

○
○

○
○

○
▽

○
○

○

建
築

設
計

特
論

Ⅰ
2

●
○

△
○

○
△

△
○

◎
○

▽

建
築

設
計

特
論

Ⅱ
2

●
○

△
○

○
△

△
○

◎
○

▽

建
築

設
計

特
別

演
習

Ⅰ
2

●
○

△
○

○
△

○
△

◎
◎

○

建
築

設
計

特
別

演
習

Ⅱ
2

●
○

△
○

○
△

○
△

◎
◎

○

構
造

設
計

特
論

Ⅰ
2

●
○

△
○

○
△

△
○

◎
○

▽

構
造

設
計

特
論

Ⅱ
2

●
○

△
○

○
△

△
○

◎
○

▽

構
造

設
計

特
別

演
習

Ⅰ
2

●
○

△
○

○
△

○
△

◎
◎

○

構
造

設
計

特
別

演
習

Ⅱ
2

●
○

△
○

○
△

○
△

◎
◎

○

熱
環

境
特

論
2

●
○

△
○

○
△

△
○

◎
○

▽

環
境

設
計

特
論

2
●

○
△

○
○

△
△

○
◎

○
▽

環
境

設
計

特
別

演
習

Ⅰ
2

●
○

△
○

○
△

○
△

◎
◎

○

環
境

設
計

特
別

演
習

Ⅱ
2

●
○

△
○

○
△

○
△

◎
◎

○

地
域

再
生

デ
ザ

イ
ン

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
○

◎
▽

居
住

地
計

画
特

論
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

○
◎

▽

都
市

デ
ザ

イ
ン

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
○

◎
▽

建
築

デ
ザ

イ
ン

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
○

◎
▽

環
境

建
築

設
計

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

△
○

◎
▽

建
築

設
計

Ⅰ
　

★
2

◎
○

△
△

△
△

△
△

◎
○

○

建
築

構
造

解
析

特
論

　
★

2
◎

○
△

△
△

○
◎

▽

建
築

材
料

学
特

論
　

★
1

◎
○

△
△

△
○

◎
▽

連
続

体
の

力
学

　
★

1
◎

○
△

△
△

○
◎

▽

建
築

倫
理

・
法

規
特

論
Ⅰ

1
◎

○
△

△
△

△
◎

○
▽

建
築

倫
理

・
法

規
特

論
Ⅱ

1
◎

○
△

△
△
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資料２-1  

カリキュラムマップ（専攻別） 

 

〇 理学専攻 

 

 

 

 

●研究倫理

●理学ｲﾉﾍﾞｰｼｮ
ﾝ特論

●：必修科目　◎：選択必修科目　〇：選択科目

理学専攻のＣＰ

１年 ２年

理学専攻のＤＰ前期 後期 前期 後期

T1 T4T2 T3 T4 T1 T2 T3

◎理学系修士のための
プレゼンテーションスキルズ

高度な専門知識
（知の探索科目群）

知の探索科目群

ＤＰ２

幅広い知識と
高い倫理観

（大学院横断科目群）

○知的財産戦略構築実務論（集中）
○技術連携と社会連携（集中）

○医療・社会・経済・
　農水系科目

○医療・社会・経済・
　農水系科目

ＤＰ１

●論文講読

◎教育研究マネジメント

●□□特別講義Ⅰ

●修士論文特別研究Ⅱ

●□□特別講義Ⅱ

ＤＰ５

ＤＰ３

ＤＰ４

コミュニケーション能力
（語学関連科目群）

◎理工系ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成の為
のｱｶﾃﾞﾐｯｸｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

◎理工系国際コミュニケーション海外研修（集中）

●修士論文特別研究Ⅰ

実践的な問題解決力
（実践力養成科目群および知の

探究科目群）

●先端科学特別講義（集中）

◎実践的STEM教育特論

◎研究インターンシップⅠ、◎研究インターンシップⅡ、◎インターンシップ（集中）
◎国内学会特別研修、◎国際学会特別研修

◎異分野協働プロジェクト



- 54 - 
 

資料２-２ 

 

〇工学専攻 

 

 

 

 

●研究倫理

●：必修科目　◎：選択必修科目　〇：選択科目

◎教育研究マネジメント

◎異分野協働プロジェクト

T3

工学専攻のＣＰ

１年 ２年

工学専攻のＤＰ前期 後期 前期 後期

T1 T4

ＤＰ１

高度な専門知識
（知の探索科目群）

ＤＰ２

幅広い知識と
高い倫理観

（大学院横断科目群）

○知的財産戦略構築実務論（集中）
○技術連携と社会連携（集中）

○医療・社会・経済・
　農水系科目

○医療・社会・経済・
　農水系科目

ＤＰ３

T3 T4 T1 T2

知の探索科目群

ＤＰ５
コミュニケーション能力

（語学関連科目群）

◎理工系ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材育成の為
のｱｶﾃﾞﾐｯｸｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ

◎理工系国際コミュニケーション海外研修（集中）

◎英語論文講読

実践的な問題解決力
（実践力養成科目群および知

の探究科目群）

●修士論文特別研究Ⅰ ●修士論文特別研究Ⅱ

●先端科学特別講義（集中）

●サイバーセキュリティ特論

ＤＰ４

◎応用数学特論Ⅰ ◎応用数学特論Ⅱ

◎研究インターンシップⅠ、◎研究インターンシップⅡ、◎インターンシップ（集中）
◎国内学会特別研修、◎国際学会特別研修

T2
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資料３  

 

鹿児島大学大学院理工学研究科研究倫理規則 

 

平成 21年２月 18日 

理工研規則第 11 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、鹿児島大学大学院理工学研究科(以下「理工学研究科」という。)の教員が、

人間を対象とした研究のうち、倫理上の問題が生じるおそれのある研究(診療や治療の目的で行

う検査で対象者に直接利益がある臨床的研究は除く。以下「当該研究」という。)を実施する場

合の留意事項及び手続き等に関し、必要な事項を定める。 

（留意事項） 

第２条 当該研究を実施しようとする者は、各人の自覚に基づいた高い倫理性を保持するととも

に、次の各号に留意しなければならない。 

(1) ヘルシンキ宣言の趣旨に即して研究を行うとともに、教員が所属する学会等の規則等を遵

守すること。 

(2) 対象者の人権を尊重すること。 

(3) 個人情報の保護を徹底すること。 

(4) 研究の目的、方法、被る可能性のある不利益又は危険等について事前に十分な説明を行い、

書面により対象者の自由意志に基づく同意（対象者が未成年者の場合は、本人及び保護者の

同意）を得ること。ただし、対象者が年少者又は障害者等で、本人の同意を確認することが

困難な場合は、保護者等から書面により同意を得ること。 

(5) 当該研究の結果に関して、出版物、学会発表等により、公表に努めること。 

（研究倫理委員会） 

第３条 鹿児島大学大学院理工学研究科組織運営規則(平成 21 年理工研規則第１号）第 10条第２

項の規定に基づき、理工学研究科に鹿児島大学大学院理工学研究科研究倫理委員会(以下「委員

会」という。)を置く。 

（審議事項） 

第４条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

(1) 研究実施計画の審査に関すること。 

(2) 研究の検証に関すること。 

(3) その他研究上の倫理に関すること。 

（組織） 

第５条 委員会は、次に掲げる者(以下「委員」という。)をもって組織する。 

(1) 研究科長が指名する副研究科長 １名 

(2) 当該研究を実施する教員 若干名 

(3) 当該研究に無関係な者で、研究科長が指名する教員 ２名 

(4) 保健管理センターに所属する教員 １名 

２ 前項第２号、第３号及び第４号の委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、委員に

欠員又は増員を生じた場合の補欠又は補充の委員の任期は、在任者の任期と同一とする。 

（委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、前条第１項第１号の委員をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 
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３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名した委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第７条 委員会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立し、議事は、出席委員の３分の２以

上をもって決する。 

（委員会の事務） 

第８条 委員会に関する事務は、研究科・工学系総務課総務係において処理する。 

（雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

（審査手続等） 

第 10 条 当該研究の実施責任者は、研究計画審査申請書(別記様式第１号。以下「申請書」とい

う。)を研究科長に提出しなければならない。 

２ 研究科長は、申請書を受理したときは、委員会に審査を付託する。ただし、第 13 条に定める

場合においては、この限りでない。 

３ 委員会は、第２条各号及び次に掲げる事項に留意して、審査及び判定を行うものとする。 

(1) 対象者が安全性や健康を脅かされることがないこと。(身体的安全性の保証) 

(2) 対象者に不必要なストレスを加えられることがないこと。(心理的安全性の保証) 

(3) 得られたデータに関して対象者のプライバシーが保護されること。(秘密保持の保証) 

(4) 対象者が協力を拒否したときに、対象者に不利益が生まれる状況に置かれていないこと。

(人権保護の保証) 

(5) 当該研究で生み出される成果において期待されること。（研究成果） 

(6) 研究の成果が人類の福祉に貢献する方向のものであること。(社会への貢献) 

(7) 対象者に理解・同意を求める方法が妥当であること。(インフォームド・コンセント取得の

方法) 

４ 審査の判定は、次のとおりとする。 

(1) 承認 

(2) 条件付承認 

(3) 変更の勧告 

(4) 不承認 

(5) 非該当 

５ 委員会は、必要に応じ関係者の出席を求め、当該研究について説明を受け又は意見を聴くこ

とができる。 

６ 委員が実施責任者である場合は、当該研究に関する議事に加わることができない。 

７ 委員長は、審査の結果について、審査結果報告書（別記様式第２号）により、速やかに研究

科長に報告するものとする。 

８ 研究科長は、前項の審査結果報告書に基づき、実施責任者に審査結果を通知するものとする。 

（再審査） 

第 11 条 研究科長は、委員会の審査結果に疑義が生じたときは、委員会に再審査を付託すること

ができる。 

２ 実施責任者は、審査結果に疑義があるときは、研究科長に再審査を求めることができる。 

３ 研究科長は、前項の請求を委員長と協議の上、必要があると認めたときは、委員会に再審査

を付託するものとする。 

（証明書等） 

第 12 条 研究科長は、実施責任者が次に掲げる目的のために委員会の審査の証明書等を必要とす

る場合に、これを発行することができる。 

(1) 当該研究の成果の発表又は学術雑誌等に投稿する場合に、発表又は投稿の規定により、委
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員会の審査の証明書等の添付が必要なとき。 

(2) 該研究の実施に当たり、研究材料等の入手のために、委員会の証明書等を必要とするとき。 

（研究計画の変更） 

第 13 条 実施責任者は、研究計画等を変更しようとするときは、研究計画変更申請書(別記様式

第３号)研究科長に提出しなければならない。 

２ 研究科長は、委員長と協議の上、必要があると認めたときは、委員会に再審査を付託するも

のとする。 

（審査の特例） 

第 14 条 研究科長は、当該審査が緊急を要し、かつ、審査事例に基づいて審査結果が明確に推定

できるものについては、委員長と協議の上、委員会の審査を経ずに判定することができる。た

だし、事後速やかに、委員会に報告するものとする。 

（研究の検証） 

第 15 条 委員会は、当該研究の実施について、第２条各号の留意事項及び第１０条第３項各号の

事項に違反するおそれがあるときは、実施責任者から当該研究について報告を求め、調査する

ことができる。この場合において、当該研究に改善すべき事項があるときは、必要な指導・勧

告を行うものとする。 

(研究報告書の提出) 

第16条 実施責任者は、研究実施期間が満了した場合又は研究を中止した場合には、研究報告書

（別記様式第４号）を作成し、速やかに研究科長に提出しなければならない。 

２ 実施責任者は、研究科長から研究実施状況の報告を求められている場合は、当該年度末（別

に期限が定められている場合にあってはその期限）までに、研究報告書（別記様式第４号）を

作成し、提出しなければならない。 

（守秘義務） 

第 17 条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。また、委員を退いた後も、同様と

する。 

（雑則） 

第 18 条 この規則に定めるもののほか、研究上の倫理に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

この規則は、平成 21年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成 23年４月１日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成24年10月12日から施行する。 

附 則 

この規則は、平成 26年４月 11 日から施行し、平成 26 年４月１日から適用する。 
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資料４  

 

 

大学院理工学研究科研究倫理に関する申合せ 

 

 

平成24年10月12日  

理工学研究科研究科長裁定  

 

 

鹿児島大学大学院理工学研究科研究倫理規則第９条及び第18条の規定に基づき、次のとおり

申し合わせる。 

  

１．同一研究題目の研究実施期間は、最長５年間とする。  

２．５年間の研究実施期間を満了した研究計画で、継続して実施が必要な場合は、改めて新

規研究計画として研究計画審査申請書を研究科長に申請しなければならない。 
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